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中央畜産研修施設管理・運営事業民間競争入札実施要項（案）

１ 趣旨

競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成１８年法律第５１号。

以下「法」という。）に基づく競争の導入による公共サービスの改革については、公

共サービスによる利益を享受する国民の立場に立って、公共サービスの全般について

不断の見直しを行い、その実施について、透明かつ公正な競争の下で公共サービス実

施民間事業者（以下「民間事業者」という。）の創意と工夫を適切に反映させること

により、国民のため、より良質かつ低廉な公共サービスを実現することを目指すもの

である。

前記を踏まえ、独立行政法人家畜改良センター理事長（以下「理事長」という。）

は、公共サービス改革基本方針（平成２３年７月１５日閣議決定）別表において民間

競争入札の対象として選定された中央畜産研修施設（以下「研修施設」という。）の

管理・運営業務（以下「管理・運営業務」という。）について、公共サービス改革基

本方針に従って、民間競争入札実施要項を定めるものとする。

２ 本事業の内容

（１）管理・運営業務の概要等

研修施設は、センターが我が国の畜産振興に資するため、国、都道府県、市町

村、他の独法、民間団体等に対し、研修等を開催若しくは利用に供することを目

的として設置されている。

このうち、研修施設の管理・運営に係る業務について、法第１４条及び第１５

条において準用する第１０条、第１１条第１項、第１２条並びに第１３条第１項

及び第３項に基づき、平成２４年度から民間事業者に委託するものとする。

民間事業者は、研修施設の管理・運営にあたり、「独立行政法人家畜改良セン

ター中央畜産研修施設運営要領」（１７独家セ第１７０６号：別紙２－６参照）

に基づき、常にセンター職員と密接な連絡を保ちつつ、研修施設利用者（以下「

利用者」という。）へのサービス及び利便性を十分考慮するものとする。

（２）管理・運営業務の内容等

ア 管理・運営の対象施設

① 名称：中央畜産研修施設

② 所在地：福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原１

イ 対象施設の規模

研修施設の規模は以下のとおりである。

竣 工 年 平成７～８年

建築面積 2,478.24㎡
（研修棟：1,180.34㎡、厚生棟：706.74㎡、大教室：591.16㎡）

延床面積 3,862.44㎡
（研修棟：2,606.59㎡、厚生棟：706.74㎡、大教室：549.11㎡）

構 研修棟 鉄筋コンクリート造３階建

厚生棟 鉄筋コンクリート造平屋建

造 大教室 鉄骨造平屋建
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宿泊室（１人用× 40、２人用× 20、身体障害者用×１）、教室×２、事務室、教養室、玄関、風除室、
研修棟 ビジネスルーム、トイレ×３、図書室、講師控室、休養室、湯沸室、資料印刷室、自販機コーナー、

構 集会室×２、リネン室×２、洗面所×２、ホール、ロビー

成 厚生棟 渡り廊下、講師宿泊室×４、講師談話室、電気室、機械室、入浴施設、トイレ、食堂、厨房施設、

施 ホール

設 大教室 アリーナ、用具庫、男女更衣室、トイレ、駐輪場

テニス テニスコート：1,600㎡ アスファルト舗装（ハードコート仕上）２面、物置×２
コート

駐車場 駐車場：1,457㎡ アスファルト舗装 ５４台

ウ 管理・運営業務の実施内容

民間事業者は、下記の管理・運営業務を実施する。なお、管理・運営業務（

食堂業務を除く。）の実施日は、土曜日、日曜日、祝祭日及び年末年始（１２

月２９日～１月３日）を除く毎日とし、実施時間は８時３０分から１８時まで

とする（食堂業務の実施日及び実施時間は、別紙２４参照）。

大項目 中項目 小項目 業務細目 作業時期・頻度・条件等

１ １ １ 清掃業務（日常） １ 共用部分（会議室、 「別紙４」のとおり

廊下等）の日常清掃

研 清 ２ 専用部分（宿泊室） 「別紙５」のとおり

修 掃 の日常清掃

施 ３ 専用部分（厨房）の 「別紙６」のとおり

設 日常清掃

の ４ 清掃実施状況の確認 「別紙４」、「別紙５」及び「別紙６」のとお

管 ・報告 り

理 ２ 清掃業務（定期） １ 床洗浄ワックス掛け 「別紙４」のとおり

２ カーペット洗浄

３ 磁器質タイル洗浄

４ 窓ガラス・ サッシ

清掃

５ 分煙器フィルター交

換

６ 照明器具清掃

７ 換気扇掃除

８ 清掃実施状況の確認

・報告

３ ゴミ搬出 １ 可燃ゴミ収集・管理 「別紙７」のとおり

・搬出

２ 不燃ゴミ収集・管理

・搬出

３ 資源ゴミ収集・管理

・搬出

４ 大型ゴミ収集・管理

・搬出
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２ １ 浴室用ボイラー日常 １ ボイラー日常点検等 「別紙８」のとおり

点検等 ２ ガス給湯器

浴 ２ 浴室ボイラー非常時 「別紙９」のとおり

室 対応

業 ３ 浴槽温度管理 大浴場及び小浴場の浴槽のお湯張り、確認。

務 入浴時間前及び随時：研修初日～最終日前日

の毎日（現状 128回／年程度）

４ 浴槽水水質検査 １ 浴槽水水質検査 「別紙１０」のとおり

（一般）

２ レジオネラ検査

３ １ 水道関連施設保守管 １ 日常点検 蛇口、洗濯機、トイレをはじめ水道関連施設

理（日常点検） の水漏れ等の見回り：勤務時毎日（現状 245

研 回

修 ／年程度）

施 ２ 水道関連施設保守管 １ 非常時対応 「別紙１１」のとおり

設 理（その他） ２ 水道法定検査

全 ３ 貯水槽高圧滅菌清掃

般 ３ 電気設備点検 １ 日常点検 「別紙１２」のとおり

２ 非常時対応（業者連

絡・対応）

４ 冷暖房装置及び温度 １ 暖房用ボイラー日常 「別紙１３」のとおり

管理 点検等

２ 暖房用ボイラー（非

常時対応）

３ ファンコンベクター

点検

４ クーラー及び換気

５ 浄化槽維持管理 １ 維持管理 「別紙１４」のとおり

２ 法定検査

３ 清掃

６ 消防設備の点検 １ 消防設備総合点検 「別紙１５」のとおり

２ 消防設備外観機能点

検

７ ボイラー地下タンク １ 清掃 「別紙１６」のとおり

の清掃等 ２ 漏洩検査

８ ボイラー地下タンク 機械室に設置された制御盤で燃料（灯油）の

の残量確認 残量を確認：研修受入時毎日、月末、納入時

（現状 182回／年程度）

９ 建築物及び付属設備 「別紙１７」のとおり

の点検

２ １ １ 部屋割り等 １ 部屋割り表作成、配 「別紙１８」のとおり

置
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研 宿 ２ 部屋プレート作成、

修 泊 配置

施 関 ３ 名札作成、配布

設 連 ４ 下駄箱名札作成、配

の 置

運 ２ 利用案内・宿泊室の １ 利用案内 「別紙１９」のとおり

営 鍵の受け渡し ２ 鍵の受け渡し

３ 施錠確認 研修施設の出入り口（玄関、一階階段下、非

常口（７箇所））の施錠確認：勤務時毎日

（現状 245回／年程度）

４ 宿泊室の点検・準備 １ 点検 「別紙２０」のとおり

２ 準備

３ ベッドメイキング

５ 寝具等のクリーニン 「別紙２１」のとおり

グ

２ １ 教室の使用調整 １ 使用教室の確認 「別紙２２」のとおり

２ 座席の配置

教室 ３ 表示板設置

の ２ 教室の準備 １ 視聴覚機材の準備 「別紙２３」のとおり

使用 ２ 視聴覚機材の調整

調整 ３ テキストの配布等

３ 講師控室の準備 中央畜産技術研修会毎に事前に講師控室に受

講者名簿を配布（現状１６回／年程度）

３ １ 食事の提供及び関連 １ 食事の提供 「別紙２４」のとおり

食堂の サービス ２ 保健衛生管理

運営

４ １ 利用料金の徴収 １ 領収書、料金集計表 「別紙２５」のとおり

利用 作成

料金 ２ 受払い関係帳簿作

の 成、整理

徴収 ３ 宿泊料金等徴収

５ １ 物品管理・交換 １ トイレ関係 「別紙２６」のとおり

２ 浴室関係

利 ３ 洗面所・洗濯関係

用 ４ 新聞綴じ込み

者 ５ 照明関係

へ ６ 事務関係

の ７ 宿泊室関係

サ ８ 教室関係

｜ ９ その他

ビ ２ 物品管理・交換 「別紙２７」のとおり

ス （食堂関係）
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提 ３ パソコン管理 １ 利用簿チェック 「別紙２８」のとおり

供 ２ パソコンのアップデ

ート

４ 貸出物品管理 １ 自転車貸出簿チェッ 玄関ホールに配置し、自転車（現状１９台）

ク の利用状況及び障害をチェック：研修受入時

毎日（現状 164回／年程度）

２ 自転車簡易修理 空気補充：随時（現状２０回／年程度）

ブレーキ補修：随時（現状１０回／年程度）

３ 自転車修理業者依頼 センター職員に連絡：随時（現状５回／年程

度）

４ ＬＡＮカード管理 物品貸出簿を配置し、無償貸出：研修受入時

随時（現状７４回／年程度）

５ 目覚まし時計管理 物品貸出簿を配置し、無償貸出：研修受入時

随時（現状７２回／年程度）

６ 加湿器管理 物品貸出簿を配置し、無償貸出：研修受入時

随時（現状１２回／年程度）

５ 救急医薬品管理 事務室、教養室及び集会室に設置された救急

箱（４箱）の救急薬品の管理、交換、充填：

研修毎（現状：４箇所×４７回／年度）

６ 自動販売機の設置・ １ 連絡及び対応（補充 「別紙２９」のとおり

管理 連絡含む）

７ 外部からの連絡取次 外部から電話等により連絡取次ぎ依頼があっ

ぎ た場合、講義中は玄関ホール掲示板に内容を

記載、それ以外の時間は直接本人に取り次ぐ

：研修受入時随時（現状６０回／年程度）

８ その他施設利用に関 落し物連絡、内部連絡、物品預かり、周辺紹

するサービス提供 介等：研修受入時随時（現状 164回／年程度）

６ １ 時報調整 研修日程に合わせ調整。調整方法は「時報セ

ットマニュアル」による：毎週（現状５２回

そ ／年程度）

の ２ 施設に関するオリエ 利用者に施設に関するオリエンテーションを

他 ンテーションの実施 行う：研修毎（現状４７回／年程度）

３ 郵便・宅配対応 郵便物及び宅配便をあて先毎に分類し、速や

かに該当する者に配布：研修毎（現状４７回

／年程度）

利用者が荷物を宅配便（着払い）で発送する

場合宅配業者に集荷依頼の連絡をし、集荷ま

で荷物を管理：勤務時毎日（現状 245 回／年

程

度）

４ その他の施設運営業 １ 非常時対応業務 非常時（警報盤及び火災・ガス漏れ受信機連

務 動操作盤の警報等）に非常時連絡網に則し、
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状況を連絡し、可能であれば速やかに障害を

除去する（現状１２回／年程度）

エ 満足度等に関するアンケート調査の実施

センターは、すべての利用者に対し、利用期間終了の都度、別紙３２のアン

ケート調査を実施するものとする。

オ センターとの連絡・調整

センター及び民間事業者は、それぞれの担当者を定め、円滑な業務の実施に

必要な連絡・調整を図るものとする。

（３）管理・運営業務の実施にあたり確保されるべき質

管理・運営業務の実施にあたり確保されるべき質は、利用期間終了の都度行わ

れる別紙３２のアンケート調査の項目ⅠからⅢについて、「良い」及び「やや良

い」の回答を下表以上の割合で利用者から得ることとする。

評価基準 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

回答割合（％） ７５ ６５ ７５

（４）事業のモニタリング

センターは、次の方法により民間事業者の管理・運営業務の実施状況をモニタ

リングするものとする。

ア 別紙３２のアンケート調査中、設問Ⅰ～Ⅲによる、前記２（３）の確保され

るべき質が確保されていることの確認

イ 別紙３２のアンケート調査中、設問１～２０（１～１１の設備についての評

価部分並びに１３及び１６を除く。）による、個別業務の実施状況の確認

ウ 後記９（１）の報告

エ その他、センター職員が施設内で随時実施する管理・運営業務の実施状況の

確認

モニタリングの結果、民間事業者の管理・運営業務が適切に実施されていない

と認められる場合、センターは民間事業者に対し、書面により業務の改善を求め

るものとする。民間事業者はセンターからの書面による通知を受け取った日から

２週間以内に業務の改善策を作成・提出し、センターの承認を得た上で適宜実施

するものとする。なお、民間事業者は、改善策の作成及び実施にあたり、センタ

ーに対して必要な助言、協力を求めることができる。

（５）委託費等

ア 委託費

センターは、前記２の（２）のウに示す管理・運営業務の実施状況を、後記

９の（１）に示す各種報告書により定期的に民間事業者から報告を受け、適

正な管理・運営がなされていることを確認した上で、民間事業者に対して、委

託費基本額（利用者からの徴収料金の増減によらず固定された委託費であって

落札金額）を支払うものとする。

なお、管理・運営業務を実施するにあたり必要な費用のうち、下記費用はセ

ンターが負担する。
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① 消耗品

管理・運営業務を実施するにあたり、各業務において必要な消耗品につい

ては、全額センターの負担とし、民間事業者からの請求に応じ現物を支給す

る、又は実費を支払うものとする。（清掃業務における洗剤、ワックス、パ

ッド、タオル等の消耗品を除く。）

② 光熱水料

ただし、厨房及び自販機コーナー設置販売機を除く。

イ 支払い方法等

センターは、毎月の第１０業務日までに、民間事業者から前月の実施状況の

報告を受け、委託費の３６分の１を適法な請求書を受理してから３０日以内に

支払うものとする。

ウ 利用者から徴収する料金の取扱い

下記業務に関し、利用者が負担すべき下記代金は、民間事業者が直接利用者

から徴収してその収入とし、当該業務の実施費用に充てるものとする。

業 務 代 金 代金収入をもって充てるべき費用

食堂の管理・運営業務 食事代金 人件費、食材費、光熱水料、燃料費等

自動販売機の設置・運営業務 商品代金 光熱水料及び機器（自動販売機及び計量メーター）設置

経費

寝具等のクリーニング業務 クリーニング代金 寝具等のクリーニング経費

エ 法令の変更による増加費用及び損害の負担

法令の変更により民間事業者に生じた合理的増加費用及び損害は、以下の①

から③までのいずれかに該当する場合には、センターが負担し、それ以外の法

令変更については民間事業者が負担する。

① 管理・運営業務に類型的又は特別に影響を及ぼす法令変更及び税制度の新

設

② 消費税その類似の税制度の新設・変更（税率の変更含む。）

③ 上記①及び②のほか、法人税その他類似の税制度の新設・変更以外の税制

度の新設・変更（税率の変更含む。）

３ 管理・運営業務の委託期間

管理・運営業務の委託期間は、平成２４年４月１日から平成２７年３月３１日ま

での３年間とする。

４ 民間競争入札に参加する者に必要な資格

（１）単独で管理・運営業務の全てが担えない場合は、適正に管理・運営業務を遂行

できる入札参加グループで参加することができる。その場合、入札書類提出時ま

でに入札参加グループを結成し、代表企業及び代表者を定め、他の者はグループ

企業として参加するものとする。なお、代表企業及びグループ企業が、他の入札

参加グループに参加、若しくは単独で入札に参加することはできない。また、代

表企業及びグループ企業は、入札参加グループ結成に関する協定書（又はこれに
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類する書類）を作成すること。

（２）次の全ての要件を満たすこと。ただし、入札参加グループで入札する場合、オ

については、少なくとも代表者が満たしているものとし、その他の要件について

は全ての構成員が満たしているものとする。

ア 法第１０条各号（第１１号を除く。）に該当する者でないこと。

イ 予算決算及び会計令（昭和２２年勅令第１６５号。以下「予決令」という。）

第７０条の規定に該当しない者であること。

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な

同意を得ている者は、同条中、特別な理由がある場合に該当するものとする。

ウ 予決令第７１条の規定に該当しない者であること。

エ 「独立行政法人家畜改良センター競争契約参加者等資格審査要領」（１３独

家セ第４２号）第１０条第１項及び第２項において準用する競争参加資格に関す

る公示（平成２３年１月 ７日）の各省庁の全調達機関において有効な統一資格

を、業務分類「役務の提供等」において、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」又は「Ｄ」に

格付けされている者であること。

オ 総合評価のための管理・運営業務の具体的な方法、その質の確保の方法等に

関する書類（以下「企画書」という。）に示した業務内容を契約期間満了まで

の間、確実に実行し完了することができることを証明した者であること。

なお、この場合の証明とは、当該契約を締結することとなった場合、確実に

完了期限までに実施・完了ができるとの意思表示を書面により証明することを

いう。

カ 後記１５において定める市場化テスト評価委員会の委員及びその者の属する事

業者でないこと。

キ 中小企業等共同組合法（昭和二十四年六月一日法律第百八十一号）に基づき設

立された事業協同組合又は特別の法律によって設立された組合が入札に参加する

場合においては、その組合員が他の入札参加グループに参加し、又は単独で入札

に参加することは出来ないものとする。

５ 民間競争入札に参加する者の募集

（１）民間競争入札に関わるスケジュール

ア 入札公告 平成２３年１０月下旬頃

イ 入札説明会 平成２３年１１月下旬頃

ウ 現場説明会 平成２３年１１月下旬頃

エ 入札説明会終了後の質問期限 平成２３年１２月上旬頃

オ 入札書提出期限 平成２３年１２月中旬頃

カ 評価委員会（入札書類の評価） 平成２４年 １月上・中旬頃

キ 開札 平成２４年 １月中・下旬頃

ク 契約の締結 平成２４年 １月下旬頃

ケ 業務の引継ぎ 平成２４年 ３月頃

（２）入札実施手続き

ア 入札説明後の質問受付

入札公告以降、センターにおいて入札説明書の交付を受けた者は、本実施要項
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の内容や入札に係る事項について、入札説明会後、センターに対して質問を行う

ことができる。質問は原則として電子メールにより行い、質問内容及びセンター

からの回答は原則として入札説明書の交付を受けたすべての者に公開することと

する。

ただし、民間事業者の権利や競争上の地位等を害する恐れがあると判断される

場合には、質問者の意向を聴取した上で公開しないよう配慮する。

イ 提出書類

民間競争入札に参加する者（以下「入札参加者」という。）は、入札金額を

記載した書類（以下「入札書」という。）及び企画書並びに法第１５条におい

て準用する法第１０条各号（第１１号を除く。）に規定する欠格事由の審査に

必要な書類を提出すること。

ウ 入札書の内容

入札参加者は、事業に必要な経費（前記２の（５）のアのセンター負担分を除

く。）について、入札書に記載のうえ、提出すること。なお、入札書には消費税

等に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積った経費の１０

５分の１００に相当する金額で記載すること。

エ 企画書の内容

入札参加者が提出する企画書には、後記６で示す総合評価を受けるために次

の事項を記載する。

① 企業の代表責任者及び管理・運営業務担当者【様式１】

複数の企業で参加する場合は、参加企業の一覧と代表企業、各企業の代表

責任者及び管理・運営業務担当者

② 必要とされる資格を証明する書類の写し【様式１に添付】

③ 業務実績【様式２】

様式２に示す業務毎に過去３年間の実績

④ 運営・管理業務実施の考え方【様式３】

安定した業務を実施するための基本的な方針、業務全般において特に重視

するポイント等

⑤ 業務毎の実施体制及び業務全体の管理方法【様式４】

様式２に示す業務毎に実施体制及び業務全体の管理方法を提示

⑥ 業務に対する提案事項【様式５、６、７】

（ア）業務の質の確保に関する提案

（イ）後記７で開示された仕様書類等に示された内容に対して提案を行う場合、

提案を行う業務を明確にし、提案を行う理由、提案の内容、提案による質

の維持向上効果又は経費の削減効果あるいはその両方を具体的に示すこと。

（ウ）食事代金及びメニュー構成並びにクリーニング代金については明記する

こと。

オ 開札にあたっての留意事項

① 開札は、入札者又はその代理人を立ち合わせて行う。ただし、入札者又は

その代理人が立ち会わない場合は、入札事務に関係のないセンター職員を立

ち合わせて行う。
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② 入札者又はその代理人は、開札時刻後においては、開札場に入場すること

はできない。

③ 入札者又はその代理人は、開札場に入場しようとするときは、入札関係職

員の求めに応じ競争参加資格を証明する書類、身分証明書又は入札権限に関

する委任状を提示又は提出しなければならない。

④ 入札者又はその代理人は、開札中は、理事長が特にやむを得ない事情があ

ると認めた場合のほか、開札場を退場することができない。

６ 対象公共サービスを実施する者を決定するための評価の基準その他の対象公共サ

ービスを実施する者の決定に関する事項

管理・運営業務を実施する者（以下「落札者」という。）の決定は、総合評価方

式によるものとする。なお、評価は、市場化テスト評価委員会において行うものと

する。

（１）落札者決定にあたっての質の評価項目の設定

落札者を決定するための評価は、提出された企画書の内容が、管理・運営業務

の目的・趣旨に沿って実行可能なものであるか（必須項目審査）、また、効果的

なものであるか（加点項目審査）について行うものとする。

ア 必須項目審査

必須項目審査においては、入札参加者が企画書に記載した内容が、次の必須

項目を満たしていることを確認する。全て満たした場合は基礎点（１００点）

を付与し、１つでも満たしていない場合は失格とする。

① 実施体制

・各業務の業務水準が維持される体制であること。

・提案された内容が実現可能な体制であること。

・グループで参加する場合、代表企業とグループ企業の連携が可能な体制で

あること。

② 業務に対する認識

管理・運営業務の目的を理解し、計画的な業務の実施が企画されているこ

と。

イ 加点項目審査

必須項目審査で合格した入札参加者に対して、次の加点項目について審査を

行う。なお、提案内容については、具体的でありかつ効果的な実施が期待され

るかという観点から、基本的には、前記２の（２）のウ（別紙４～別紙２９を

含む。）に示す業務の実施方法と提案内容との比較を行い、絶対評価により加

点する。

① 業務の質についての提案内容（４０点）

質の維持・向上に対して具体的な提案があり、実施について具体的な方法、

計画等が明記されているか。また、それらが実施可能な体制が確保されてい

るか。

② 改善提案内容（１６０点）

改善提案の内容は、質の向上が図られているか。

ウ 前記ア及びイの評価項目、それぞれの配点については、別紙１の評価基準
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による。

（２）落札者の決定

ア センターは、評価基準に従って入札参加者から提出された書類の全てについ

て評価を行うものとする。

イ 競争参加資格を全て満たし、前記（１）の評価の方法において明らかにした

要件のうち、必須とされた項目の要件を全て満たし、「独立行政法人家畜改良

センター契約事務取扱規程」（１３独家セ第３４号）第３０条の規定に基づい

て作成された予定価格の制限の範囲内で、かつ、企画書の各評価項目の得点の

合計を当該入札参加者の入札価格で除して得た評価点の最も高い１者を落札者

として決定するものとする。

ウ 落札者となるべき者の入札価格によっては、その者により当該契約の内容に

適合した履行がなされないおそれがあると認められるとき、又はその者と契約

を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不

適当であると認められるときは、予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札

した他の者のうち、前記の評価点の最も高い１者を落札者として決定すること

がある。

エ 落札結果において、１位が２者以上いた場合については、直ちに当該入札を

した者にくじを引かせて落札者１者を決定するものとする。

この場合において、当該入札をした者のうち、くじを引かない者があるとき

は、これに代わって入札事務に関係のないセンター職員にくじを引かせるもの

とする。

オ センターは、落札者が決定したときは、遅滞なく、落札者の氏名又は名称、

落札金額、落札者の決定理由及び申込みの内容に関する事項について公表する

ものとする。

（３）初回の入札で落札者が決定しなかった場合の取扱い

ア 初回の入札において、必須審査項目を全て満たしている者のうち、予定価格

の制限に達した入札がない場合には、直ちに再度の入札を行うものとする。

イ 初回の入札において入札参加者がなかった場合、必須審査項目を全て満たす

入札参加者がなかった場合、又は再度の入札を行ってもなお落札者が決定しな

かった場合には、入札条件の見直しを行い、再度の公告と入札を行うものとす

る。

（４）再度の入札で落札者が決定しなかった場合の取扱い

前記（３）のイの再度の公告と入札を行っても落札者が決定しない場合、その

理由を公表するとともに官民競争入札等監理委員会に報告し、センターが自ら管

理・運営業務を実施するものとする。

７ 管理・運営業務に関する従来の実施状況に関する情報の開示

管理・運営業務に関する従来の実施状況に関する情報の開示については、別紙

２のとおりとする。

（１）従来の実施に要した経費

（２）従来の実施に要した人員

（３）従来の実施に要した施設及び設備
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（４）従来の実施における目的の達成の程度

（５）従来の実施方法

８ 民間事業者に使用させることができる研修施設の施設・設備

民間事業者は、以下の（１）及び（２）に定める施設・設備を使用する際は、適

切に使用するものとする。

（１）使用施設

研修施設

（２）使用設備等

ア 使用できる設備等については、研修施設内の設備全てとする。

イ 研修施設の管理・運営業務に支障をきたさない範囲において、民間事業者は

研修施設内に管理・運営業務の実施に必要な機器・設備等を持ち込むことがで

きるものとする。

ウ 前記イにより民間事業者が持ち込んだ機器・設備等については、研修施設の

管理・運営業務及びセンターが実施する他の業務に支障をきたすことのないよ

う、適切な管理を行うこと。

エ 機器・設備等を持ち込み、電気工事等の措置等が必要な場合は、センターと

協議の上、実施することができる。

なお、必要な措置等を実施した場合は、施設の使用を終了又は中止した後、

直ちに原状回復を行い、センターの承認を受けなければならない。

（３）使用目的の制限

研修施設の管理・運営業務及び同業務の実施に附随する業務以外の目的で使用

してはならない。

（４）事務スペース等の借受

ア 民間事業者は、管理・運営業務の実施及びこれに附随する業務を遂行するた

めに必要となる事務スペースを、研修施設の事務室内においてセンターから無

償で借受けることができる。

イ 民間事業者が設備等を設置した場合は、設備の使用を終了又は中止した後、

直ちに原状回復を行うこと。

（５）施設の使用に係る経費

ア 民間事業者が管理・運営業務を実施するために使用する研修施設の施設及び

設備については、無償で使用することができる。

イ 民間事業者が、研修施設に設備等を設置する経費及び設置した設備等から生

じる経費は、民間事業者の負担とする。

９ 報告すべき事項等

（１）報告

ア 民間事業者は、管理・運営業務を行うにあたり、各年度の事業開始日までに

年度毎の管理・運営業務計画を作成し、センターに提出すること。

イ 民間事業者は、業務日誌を毎日作成し、業務期間中常時閲覧できるように保

管・管理すること。

ウ 民間事業者は、業務期間中、業務月報を、当月分につき、翌月の１０日以内
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にセンターに提出する。

エ 民間事業者は、各事業年度終了後毎年４月１０日（ただし、当該日が休日の

場合には直後の業務日とする。）までに、当該事業年度に係る管理・運営業務

に関する年間総括報告書をセンターに提出する。

（２）調査

センターは、管理・運営業務の適正かつ確実な実施を確保するために、前記

（１）の報告や２の（４）の事業のモニタリングにより必要があると認めるとき

は、法第２６条第１項に基づき、民間事業者に対し、管理・運営業務の状況に関

し必要な報告を求め、又は民間事業者の事務所に立ち入り、管理・運営業務の実

施の状況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査し、若しくは関係者に質問する

ことができるものとする。

また、立入検査をするセンターの職員は、当該検査が法第２６条第１項に基づ

くものであることを民間事業者に明示するとともに、その身分を示す証明書を携

帯し、関係者に提示するものとする。

（３）指示

センターは、民間事業者による管理・運営業務の適正かつ確実な実施を確保す

るために必要があると認めるときは、法第２７条に基づき、民間事業者に対し、

必要な措置をとるべきことを指示することができるものとする。

１０ 個人情報等の管理

（１）民間事業者は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基

づき、管理・運営業務に関して知り得た個人情報の適切な管理をしなければなら

ない。

また、民間事業者が管理・運営業務に関して知り得た法人の情報についても適

切な管理をしなければならない。

（２）民間事業者（その者が法人である場合にあっては、その役員）若しくはその職

員その他の管理・運営業務に従事している者又は従事していた者は、管理・運営

業務の実施に関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用してはならない。これらの

者が秘密を漏らし、又は盗用した場合には法第５４条により罰則の適用がある。

１１ 契約に基づき民間事業者が講ずべき措置等

（１）管理・運営業務の開始及び中止

ア 民間事業者は、締結された契約に定められた事業開始日に、確実に管理・運

営業務を開始しなければならない。

イ 民間事業者は、やむを得ない事由により管理・運営業務を中止しようとする

ときは、あらかじめセンターと協議し、承認を得なければならない。

（２）公正な扱い

ア 民間事業者は、サービスの提供について、利用者を合理的な理由なく区別し

てはならない。

イ 民間事業者は、管理・運営業務における利用者の取扱いについて、研修施設

以外の場で自らが行う事業の利用の有無による区別をしてはならない。

（３）金品等の授受の禁止
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民間事業者は、管理・運営業務において、宿泊費、食費、自動販売機の商品代

金及びクリーニング費の授受を除き金品等を受け取ること又は与えることをして

はならない。

（４）宣伝行為の禁止

ア 民間事業者は、「独立行政法人家畜改良センター」及び「中央畜産研修施設」

の名称を用い、管理・運営業務以外の自ら行う業務の宣伝に利用すること（一

般的な会社案内資料において列挙される事業内容や受注業務のひとつとして事

実のみ簡潔に記載する場合を除く。）及び自ら行う当該業務が、センター及び

研修施設の業務の一部であるかのように誤認させるおそれのある行為をしては

ならない。

イ 民間事業者は研修施設において、研修施設以外の場で自らが行う事業の宣伝

を行ってはならない。

（５）センターとの契約によらない自らの事業の禁止

民間事業者は、研修施設において、センター以外の者との契約に基づき実施す

る事業を行ってはならない。

（６）安全衛生

ア 民間事業者は、管理・運営業務に従事する者の労働安全衛生に関する労務管

理については、責任者を定め、関係法令に従って行わなければならない。

イ 民間事業者は、管理・運営業務を実施するにあたり、業務期間中の事故の防

止等利用者の安全衛生について十分配慮しなければならない。

ウ 事故等が発生した場合は、迅速に対応するとともに、速やかにセンターあて

に報告しなければならない。

（７）記録・帳簿書類等

民間事業者は、実施年度毎に管理・運営業務に関して作成した記録や帳簿書類

を、委託事業を終了し、又は中止した日の属する年度の翌年度から起算して５年

間保管しなければならない。

（８）権利の譲渡等

民間事業者は、委託契約に基づいて生じた権利の全部又は一部を第三者に譲渡

してはならない。

（９）権利義務の帰属

ア 民間事業者は、管理・運営業務の実施が第三者の特許権、著作権その他の権

利と抵触するときは、その責任において必要な措置を講じなければならない。

イ 民間事業者は、管理・運営業務の実施状況を公表しようとするときは、あら

かじめ、センターの承認を得なければならない。

（１０）再委託

ア 民間事業者は、センターから委託を受けた管理・運営業務の実施にあたり、

その全部を一括して再委託してはならない。

イ 民間事業者は、管理・運営業務の実施にあたり、その一部について再委託を

行う場合には、あらかじめ企画書において、再委託先に委託する業務の範囲、

再委託を行うことの合理性及び必要性、再委託先の履行能力並びに報告徴収そ

の他運営管理の方法（以下「再委託先等」という。）について記載しなければ

ならない。
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ウ 民間事業者は、委託契約締結後やむを得ない事情により再委託を行う場合に

は、再委託先等を明らかにしたうえでセンターの承認を得なければならない。

エ 民間事業者は、前記イ又はウにより再委託を行う場合には再委託先から必要

な報告を徴収しなければならない。

オ 再委託先は、民間事業者と同様の義務を負うものとする。

（１１）委託内容の変更

センター及び民間事業者は、やむを得ない理由により契約の内容を変更しよう

とする場合は、あらかじめ変更の理由を書面で提出し、それぞれの相手方の承認

を得なければならない。

なお、実施期間中に設備が更新される際は、センターは更新機器について民間事

業者へ通知するとともに、契約変更を行う場合がある。

（１２）契約の解除等

センターは、民間事業者が次のいずれかに該当するときは、民間事業者に対し、

委託費の支払いを停止し、又は契約を解除若しくは変更することができる。

なお、センターが契約を解除したとき、民間事業者は、違約金として契約金額

の１００分の１０に相当する金額をセンターに納付するとともに、センターとの

協議に基づき、合意した期日までの間、責任をもって当該業務の処理を行わなけ

ればならない。

前記違約金の定めは、違約金額を超過する損害額についての損害賠償を妨げる

ものではない。

ア 偽りその他不正の行為により落札者となったとき。

イ 法第１４条第２項第３号若しくは第１５条において準用する第１０条各号（

第１１号を除く。）の規定により民間競争入札に参加する者に必要な資格の要

件を満たさなくなったとき。

ウ 契約に従った管理・運営業務を実施できなかったとき、又はこれを実施する

ことができないことが明らかになったとき。

エ 教室及び宿泊室の貸出しについて、センターからの指示のない利用がなされ

るなど、不適切な運用がなされ、改善の見込みがないとき。

オ ウに掲げる場合の他、契約において定められた事項について重大な違反があ

ったとき。

カ 法令又は契約に基づく報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は検査を拒

み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して答弁せず、若しくは虚偽の

答弁をしたとき。

キ 法令又は契約に基づく指示に違反したとき。

ク 民間事業者又はその職員その他の本事業に従事する者が、法令又は契約に違

反して、管理・運営業務の実施に関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用した

とき。

ケ 暴力団員を業務を統括する者又は従業者としていることが明らかになったと

き。

コ 暴力団又は暴力団関係者と社会的に非難されるべき関係を有していることが

明らかになったとき。

（１３）委託契約の解釈
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委託契約に関して疑義が生じた事項については、その都度センターと民間事業

者とが協議するものとする。

（１４）民間事業者への業務引継ぎ

民間事業者は、契約締結後本業務を開始するまでの間に、従前の民間事業者から

業務内容を明らかにした書類等により、十分な業務の引継ぎ等を受けることとする。

また、本業務の終了等に伴い、民間事業者が変更となる場合には、次の民間事業者

に対し必要な引継ぎを行わなければならない。

（１５）法令・規程の遵守

ア 研修施設において管理・運営業務を遂行する際、民間事業者は、関係諸法令

の定めるところに従いこれを誠実に実施するとともに、民間事業者の業務従事

者の身元・風紀・規律・衛生等について一切の責任を負うものとする。

また、研修施設内の風紀を乱すなどセンターが不適当と認めた者を管理・運

営業務に従事させてはならないものとする。

イ 民間事業者の業務従事者は、センターがセンター職員に対し規定した服務及

び保安に関する諸規程を尊重し、研修施設就業中はこれを遵守しなければなら

ないものとする。

１２ 損害賠償

民間事業者が、管理・運営業務を実施するにあたり、センター又は第三者に損害

を与えた場合において、その損害の賠償に関し、民間事業者が負うべき責任につい

ては以下のとおりとする。

（１）民間事業者は、管理・運営業務を実施するにあたり、民間事業者（その者が法

人である場合にあっては、その役員）又はその職員その他従事者が、故意又は過

失により、第三者に損害を与えたときは、当該第三者に対する賠償の責に任ずる

ものとする。

この場合において、当該損害の発生についてセンターの責に帰すべき理由が存

在するときは、民間事業者はセンターに対し、当該第三者に支払った損害賠償額

のうち自ら賠償の責に任ずべき金額を超える部分について求償することができる

ものとする。

また、センターが当該第三者に対する賠償を行ったときは、センターは民間事

業者に対し、当該第三者に支払った損害賠償額（当該損害の発生についてセンタ

ーの責に帰すべき理由が存在する場合は、センターが自ら賠償の責に任ずべき金

額を超える部分に限る。）について求償することができるものとする。

（２）民間事業者は、本契約に違反し又は故意若しくは重大な過失によって、センタ

ーに損害を与えたときは、その損害に相当する金額を損害賠償としてセンターに

支払わなければならない。

（３）民間事業者の故意若しくは重大な過失によって、センターの物品等に損害を与

えたときは、民間事業者はその損害に相当する金額を損害賠償としてセンターに

支払わなければならない。

１３ 管理・運営業務の実績評価

（１）管理・運営業務の実施状況に関する調査の時期
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センターは、内閣総理大臣が行う評価の時期（平成２６年５月予定）を踏まえ、

管理・運営業務の実施状況について平成２４年度及び平成２５年度の各年度末時点

における状況を調査する。

（２）調査の実施方法

センターは、受託業務開始時期から平成２５年度末までの期間に実施された別紙

３２によるアンケート調査結果と９の（１）の報告に基づき、実施状況等の調査を

行うものとする。

（３）意見の聴取

センターは、必要に応じ、民間事業者及び利用者から直接意見の聴取等を行う

ことができるものとする。

センターは、平成２６年４月を目処に管理・運営業務の実施状況等の調査結果を

内閣総理大臣へ提出するにあたり、市場化テスト評価委員会の意見を聴くものとす

る。

１４ その他実施に関し必要な事項

（１）対象公共サービスの実施状況等の監理委員会への報告及び公表

民間事業者の実施状況については、９の（１）のエに示す報告等を踏まえ、セン

ターにおいて年度ごとに取りまとめて監理委員会へ報告するとともに公表すること

とする。

また、センターは、民間事業者に対する会計法令に基づく監督・検査の状況につ

いて、業務終了後に官民競争入札等監理委員会へ報告するとともに、法第２６条及

び第２７条に基づく報告徴収、立入検査、指示等を行った場合には、その都度、措

置の内容及び理由並びに結果の概要を監理委員会へ報告することとする。

（２）監督体制

ア 管理・運営業務に係る監督は、センター企画調整部企画調整課が行い、企画

調整課長を責任者とする。

イ 会計法令に係る監督は、センター総務部会計課が行い、会計課長を責任者と

する。

（３）管理・運営業務に従事する者は、刑法（明治４０年法律第４５号）その他の罰

則の適用については、法令により公務に従事する職員とみなされる。

（４）民間事業者は、会計検査院法（昭和２２年法律第７３号）第２３条第１項第７

号に規定する者に該当することから、会計検査院が必要と認めるときには、同法

第２５条及び第２６条により、同院の実地の検査を受けたり、同院から直接又は

センターを通じて、資料・報告等の提出を求められたり質問を受けたりすること

がある。

（５）次のア及びイのいずれかに該当する者は、法第５５条の規定により３０万円以

下の罰金に処されることになる。

ア 前記９の（１）による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は前記

９の（２）による調査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対し

て答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

イ 正当な理由なく、前記９の（３）による指示に違反した者

（６）法人の代表者又は法人若しくは代理人、使用人その他の従業員が、その法人又
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は法人の業務に関し、前記（４）の違反行為をしたときは、法第５６条の規定に

より、行為者を罰する他、その法人若しくは代理人に対して前記（４）の刑を科

されることとなる。

（７）民間事業者は管理・運営業務を実施するにあたっては、当該業務及び作業に適

した服装、履物で業務を実施する。

また、民間事業者は、名札又は腕章を着けて業務を行う。

１５ 市場化テスト評価委員会の設置

（１）市場化テスト評価委員会の設置

独立行政法人家畜改良センター（以下「センター」という。）は、法に基づく

公共サービス改革基本方針において選定された管理・運営業務の実施を公平かつ

公正に行うために、「市場化テスト評価委員会」を設置し、民間競争入札実施要

項作成から落札者選定、事業評価に至る過程全般について意見を求めることとす

る。

（２）市場化テスト評価委員会の構成

市場化テスト評価委員会は、前記１の趣旨を十分踏まえ、民間人を中心とする

直接的な利害関係者を排除した中立的な者で構成するものとする。
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別紙 １

評価表

評価項目・評価の視点 評価基準 得点配分 得点

記入欄

実施体制

① 各業務の業務水準が維持される体制 実施要項２－（２）－ウに示す「清掃」「宿泊関

であるか。 連業務」「食堂の運営」の各業務毎に業務水準が維 ○or×

持される体制であること。

② 提案された内容が実現可能な体制で 提案された内容が実現可能な体制であること。

必 あるか。 グループで参加する場合、代表企業とグループ企 ○or×

須 業の連携が可能な体制であること。

項 業務に対する認識 ０又は

目 ① 管理・運営業務の目的を理解し、計 管理・運営業務の目的を理解し、計画的な業務の １００

画的な業務の実施が企画されている 実施が企画されていること。 ○or×

か。

業務の質についての提案内容

① 質の維持・向上に対して具体的な提 ・質の維持に関する事項が明記されていない ０点

案があり、実施について具体的な方法、・質の維持に関する事項が明記されている １０点 ０・１０・２０

計画等が明記されているか。 ・質 の 維 持 に 加 え 向 上 に 関 す る 事 項 が 明 記 さ れ て い る ２０点

② 提案された内容が実施可能な体制が ・関連する業務の実績がなく、実施可能な体制が確保

確保されているか。 されていない ０点

・関連する業務の実績があり、実施可能な体制もおお ０・１０・２０

むね確保されている １０点

・関連する業務の実績があり、実施可能な体制が十分

に確保されている ２０点

改善提案内容

① 改善提案の内容は、質の向上が図ら ア 清掃業務

れているか。 ・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる １０点 ０・１０・２０

加 ・特に質の向上が図られる ２０点

点 イ 浴室業務

項 ・質の向上が見込まれない ０点

目 ・質の向上が図られる ５点 ０・５・１０

・特に質の向上が図られる １０点

ウ 研修施設全般業務（保守・点検等）

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる １０点 ０・１０・２０

・特に質の向上が図られる ２０点

エ 宿泊関連業務

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる １０点 ０・１０・２０

・特に質の向上が図られる ２０点

オ 教室の使用調整業務

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる ５点 ０・５・１０

・特に質の向上が図られる １０点

カ 食堂の運営業務

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる ２０点 ０・２０・４０

・特に質の向上が図られる ４０点

キ 利用料金の徴収業務

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる ５点 ０・５・１０

・特に質の向上が図られる １０点

ク 利用者へのサービス提供業務

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる １０点 ０・１０・２０

・特に質の向上が図られる ２０点

ケ その他業務

・質の向上が見込まれない ０点

・質の向上が図られる ５点 ０・５・１０

・特に質の向上が図られる １０点

計 ３００



（単位：千円）

9,480

中央畜産研修施設管理・運営業務委託費

9,480

平成２３年度（予定）

従来の実施状況に関する情報の開示

平成２１年度

　１　従来の実施に要した経費

9,480

平成２２年度

（注意事項）
     平成２１年度から、公共サービスの改革に関する法律（平成１８年法律第５１号）に基づく民間競争
　　入札を実施している。
　　 このため、経費の内容は入札実施要項２の（２）に掲げる管理・運営業務の内容を実施するために必
   要な経費となっている。
　　 なお、管理・運営業務を実施するに当たり必要な費用のうち、下記費用はセンターが負担することと
   している。
　　　　①　消耗品
          　各業務において必要な消耗品については、全額センターの負担とし、民間事業者からの請求
          に応じ現物を支給する、又は実費を支払うものとする。（清掃業務における洗剤、ワックス、
          パッド、タオル等の消耗品を除く。）
　　　　②　光熱水料
　　　　　　ただし、厨房及び自販機コーナー設置販売機を除く。

別紙２
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民間委託業者

2 2 2

　管理責任者（常勤） 1

(業務の繁閑の状況とその対応)

平成２１年度

0

0

平成２２年度
平成２３年度
（見込み）

(業務従事者に求められる知識・経験等)

　常勤職員は施設管理運営事務のためパソコンを用いた事務経験（ワード若しく
は一太郎並びにエクセルの使用経験）があり、経理業務経験者が望まれます。さ
らに、施設の管理点検業務や接客業務経験あることが望まれます。

　パート（調理員）

２　従来の実施に要した人員                                 　　（単位：人）

中央畜産研修施設

１　従来の実施に要した経費                                          　 （単位：千円）

0

0

　　　常勤職員

　　　非常勤職員

0

0

　業務の繁閑は、「別紙２－１」のとおりであり、研修施設が東北地方に位置す
るためか、１２月から翌６月迄の約半年間（冬季及び春季）は月毎の宿泊者が平
均を下回り、７月から１１月までの約半年間（夏季及び秋季）は平均を上回りま
す。収容人員及び教室数の制限から、これを上回ることのないように繁閑の調整
を行います。冬季及び春季は施設の保守、点検、検査業務及び清掃業務等に重点
を置いています。

1 1

　副管理責任者（常勤） 1 1 1

　調理責任者 1 1 1

　パート（清掃員） 3 3 3
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別紙２－１

１　宿泊室の利用状況

２人部屋
（Ａベッ
ド）

２人部屋
（Ｂベッ
ド）

1人部屋
２人部屋
（Ａベッ

ド）

２人部屋
（Ｂベッ

ド）
1人部屋

ベッド数 4 20 20 40 84 4 20 20 40 84

４月 21 31 180 178 10 399 22.6 19 29 134 134 64 361 22.6 380

５月 18 9 90 44 231 374 24.7 18 0 39 17 162 218 14.4 296

６月 22 16 104 44 388 552 29.9 22 3 57 0 219 279 15.1 416

７月 22 13 267 31 605 916 49.6 21 22 92 0 449 563 31.9 740

８月 21 16 160 38 481 695 39.4 22 20 74 0 387 481 26.0 588

９月 19 30 187 119 367 703 44.0 20 22 189 160 484 855 50.9 779

１０月 21 53 191 92 550 886 50.2 20 26 188 56 574 844 50.2 865

１１月 19 34 138 0 482 654 41.0 20 9 152 127 408 696 41.4 675

１２月 22 15 23 0 208 246 13.3 22 8 9 0 245 262 14.2 254

１月 19 11 25 0 195 231 14.5 19 17 16 0 208 241 15.1 236

２月 19 10 29 21 182 242 15.2 19 34 33 8 281 356 22.3 299

３月 22 3 8 0 129 140 7.6 22 2 18 15 58 93 5.0 117

計 245 241 1402 567 3828 6038 29.3 244 192 1001 517 3539 5249 25.6 5644

　月平均
宿泊者数 503 437 470

注：宿泊施設稼働率＝述べ宿泊者数÷（ベッド数×業務日数）

　　業務日数は、土日、祝日、年末年始休日を除いた日数である。

業務
日数

月毎の平
均宿泊者
数

講師
宿泊
室

宿泊施
設稼働

率

計

一般室 一般室

２１年度 ２２年度

宿泊施
設稼働

率

業務
日数

計
講師
宿泊
室
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２　教室の利用状況

利用日数 稼働率 利用日数 稼働率 利用日数 稼働率 利用日数 稼働率 利用日数 稼働率 利用日数 稼働率

４月 21 11 52.4 4 19.0 15 35.7 21 12 57.1 5 23.8 17 40.5

５月 18 7 38.9 4 22.2 11 30.6 18 4 22.2 5 27.8 9 25.0

６月 22 9 40.9 9 40.9 18 40.9 22 9 40.9 0 0.0 9 20.5

７月 22 22 100.0 10 45.5 32 72.7 21 18 85.7 2 9.5 20 47.6

８月 21 9 42.9 4 19.0 13 31.0 22 14 63.6 2 9.1 16 36.4

９月 19 9 47.4 10 52.6 19 50.0 20 14 70.0 7 35.0 21 52.5

１０月 21 19 90.5 4 19.0 23 54.8 20 18 90.0 16 80.0 34 85.0

１１月 19 16 84.2 8 42.1 24 63.2 20 13 65.0 7 35.0 20 50.0

１２月 19 5 26.3 6 31.6 11 28.9 19 7 36.8 6 31.6 13 34.2

１月 19 9 47.4 0 0.0 9 23.7 19 7 36.8 4 21.1 11 28.9

２月 19 10 52.6 0 0.0 10 26.3 19 8 42.1 2 10.5 10 26.3

３月 22 2 9.1 3 13.6 5 11.4 22 1 4.5 1 4.5 2 4.5

計 242 128 52.9 62 25.6 190 39.3 243 125 51.4 57 23.5 182 37.4

注：教室稼働率＝利用日数÷業務日数

　　業務日数は、土日、祝日、年末年始休日を除いた日数である。

業務
日数

２１年度 ２２年度

業務
日数

第１教室 第２教室 計(延べ)第１教室 第２教室 計(延べ)
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（注記事項）

１．上記の施設及び設備については、請負業務を遂行するために必要な範囲にお
　いて無償貸与可能。

　３　従来の実施に要した施設及び設備

従来の実施に要した施設及び設備は別紙２－２のとおり。

１　従来の実施に要した経費                                          　 （単位：千円）

４．清掃員休憩室についても提供可能。

２．上記以外で請負業務を遂行するにあたり必要なものは、民間事業者が用意す
　ること。

３．前項において、民間事業者が用意する設備は、センターの他の業務に支障が
　ないものに限る。
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本事業の対象施設並びに従来の実施に要した施設及び設備

使用設備 数量

ガラステーブル 2
キーボックス 1
ゴミ箱 7
スリッパラック 2
テレビ 1
テレホンスタンド 2
パンフレットスタンド 2
ホワイトボード（回転） 1
ロビーチェア 2
案内板 4
案内板（キャスター付） 1
椅子（肘付） 6
会議用テーブル 3
会議用テーブル（キャスター付） 2
回転椅子 2
観葉植物 4
脚立 1
靴箱 6
黒板（回転） 4
傘立て 3
自転車 18
衝立 2
新聞ラック 1
暖房設備 6
電話機 1
物品棚 3
冷水機 1
応接セット 1
扇風機（大） 1
ＦＡＸ 1
ＯＡデスク 1
エアコン 1
カードキャビネット 1
カラーボックス 2
キーボックス 1
ゴミ箱 6
サービスワゴン 1
デジタルカメラ 1
デスクトップパソコン 5
テレビ 1
ノートパソコン 1
パンチ 2
プリンター 1
ホワイトボード（壁掛） 1
レターケース 6
火災報知器設備 1
回転椅子 4
回転椅子（肘付） 3
救急箱 1
金庫 1
警報機器設備 1
時計 1
手提げ金庫 1
書庫 7
食器収納ユニット 1
卓子 1
暖房設備 2
電話機 4
電話交換設備 1
片袖机 4
放送設備 1
目覚まし時計（貸出用） 19
両袖机 2
脇机 2
サ－キュレーター 1

使用場所

研修棟 １Ｆ

玄関ホール・風除室
ロビー・廊下

事務室

別紙２－２
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本事業の対象施設並びに従来の実施に要した施設及び設備

使用設備 数量使用場所

ＯＡ卓上台 1
ガスコンロ 1
瞬間ガス湯沸器 1
ゴミ箱 1
サイドボード 1
ポット 1
テレビ 1
まな板 1
やかん 2
応接用テーブル 1
更衣ロッカー 3
座卓 1
座布団 5
収納ラック 2
食器戸棚 1
卓子 1
暖房設備 1
電気ポット 1
電子レンジ 1
冷蔵庫 1
エアコン 2
コートハンガー 2
サイドボード 1
テーブル 3
テレビ 1
ビデオＤＶＤレコーダー 1
ビデオデッキ 2
プリンター 1
ミーティングテーブル 1
応接セット 1
会議用テーブル 3
会議用椅子（肘付） 8
回転椅子 1
衝立 3
暖房設備 3
電話機 1
冷蔵庫 1
ＯＡデスク 6
エアコン 1
デスクトップパソコン 7
プリンター 1
プリンター台 1
回転椅子 7
雑誌架 1
会議用テーブル 2
暖房設備 2
エアコン 6
プロジェクター台 1
ホワイトボード（回転） 1
ホワイトボード（壁掛） 1
マイクスタンド 1
ラック 1
レーザーポインター 1
ワイヤレスマイクセット 1
液晶プロジェクター 1
演台 1
演壇 2
鉛筆削器 1
会議用テーブル（キャスター付） 23
会議用椅子 39
時計 1
暖房設備 6
エアコン 6
テレビ 1
ビデオデッキ 2
ビデオ収納ラック 1
プロジェクター台 1
ホワイトボード（回転） 1
ホワイトボード（壁掛） 1
マイクスタンド 1
レーザーポインター 1
ワイヤレスマイクセット 1
液晶プロジェクター 1
演台 1
演壇 2
会議用テーブル 2
会議用テーブル（キャスター付） 29
会議用椅子 67
更衣ロッカー 1
時計 1
手元ランプ 1
衝立 1
暖房設備 6

研修棟 １Ｆ

湯沸室・休養室

講師控室

ビジネスルーム

第１教室

第２教室
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本事業の対象施設並びに従来の実施に要した施設及び設備

使用設備 数量使用場所

ＤＶＤドライブ（ＩＯデータ・バッファロー） 2
カセットレコーダー（ソニー） 2
カッター 1
カメラ（ニコン） 1
カラーボックス 1
キーボックス 4
コードリール 2
コピー機 1
シュレッダー 1
スキャナー（エプソン） 1
ストップウォッチ 2
スピードライト（ニコン・パナソニック） 2
スライドプロジェクター 1
セラミックファンヒーター 1
テプラ 1
ノートパソコン 4
パウチ 1
パンチ 2
ビデオデッキ 1
ヘルメット 3
ホチキス（大） 2
マップケース 1
レターケース 2
印刷機 1
鉛筆削器 3
加湿器（大） 4
加湿器（小） 9
会議用テーブル 3
拡声器 1
更衣ロッカー 3
黒板拭きクリーナー 1
三脚 1
時計 1
収納ラック 2
書庫 6
穿孔機 1
卓上ベル 1
暖房設備 1
電気ストーブ 2
電動ホチキス 1
秤 1
物品棚 8
無線ＬＡＮカード 10
ＡＶブース 2
ＯＡデスク 2
エアコン 2
テーブル 2
ビデオＤＶＤレコーダー 2
ビデオカメラ 1
ヘッドホン 2
椅子（木製） 2
椅子（木製青張り閲覧用） 8
回転椅子 2
検索用パソコン（タッチパネル式） 2
雑誌架 3
書架 13
ホワイトボード 1
物品棚（キャスター付） 1
ＯＡ卓上台 1
ゴミ箱 3
テレビ 1
ロールスクリーン 4
応接用テーブル 2
給湯器 1
救急箱 1
座卓 10
座布団 48
石油ファンヒーター 4
扇風機（卓上） 2
暖房設備 4
陳列ケース 1
冷蔵庫 1

研修棟 １Ｆ

資料印刷室

図書室

教養室
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本事業の対象施設並びに従来の実施に要した施設及び設備

使用設備 数量使用場所

オーバーヘッドプロジェクター 1
カーテン（窓用） 2
コートハンガー 1
スライドプロジェクター 1
スライド台 1
パイプベッド 1
ベッド 1
ベッドパット 1
ベッドマット 1
マットレス（その他） 1
マットレス（ベッド用） 1
レースカーテン（窓用） 2
移動スクリーン 1
会議用テーブル（キャスター付） 10
会議用椅子 22
回転椅子 1
掛け布団 1
机（宿泊室用） 1
スクリーン 1
蛍光灯スタンド 1
更衣ロッカー 1
衝立 3
暖房設備 2
敷布団 1
枕 2
毛布 2
脚立 2
靴箱 1
清掃用具入ロッカー 1
掃除機 3
台車 2
物品棚 3
し尿浄化槽設備 1
物置（ゴミ置き場） 1
カーテン（窓用） 80
タオルラック 80
ヘアードライヤー 12
ベッド 80
ベッドカーテン 40
ベッドパット 80
ベッドマット 80
ヘルメット 80
レースカーテン（窓用） 80
回転椅子 80
掛け布団 80
机（宿泊室用） 80
蛍光灯スタンド 80
更衣ロッカー 80
常備灯 60
扇風機（壁掛） 60
暖房設備 60
枕 80
毛布 80
ゴミ箱 16
応接椅子 21
観葉植物 2
分煙機 1
カラーボックス 4
コンテナ 9
スモーキングスタンド 2
石油ファンヒーター 1
セラミックファンヒーター 9
ベッドパット 17
脚立 2
収納ラック 1
扇風機（大） 1
掃除機 4
台車 1
電話台 1
布団乾燥機 2
枕 4
応接椅子 1

屋外

研修棟

１Ｆ

宿泊室（身体障害者用）

階段

２
Ｆ
・
３
Ｆ

宿泊室（１人用・２人用）

廊下

リネン室
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本事業の対象施設並びに従来の実施に要した施設及び設備

使用設備 数量使用場所

アイロン 4
アイロン台 4
カラーボックス 1
テレビ 2
テレビ台 2
ホーロータンク 2
ロールスクリーン 6
救急箱 2
座卓 4
座布団 31
石油ファンヒーター 1
給湯器 1
扇風機（卓上） 2
掃除機 2
掃除用具入ロッカー 2
暖房設備 4
電子レンジ 1
冷蔵庫 3
ヘアードライヤー 14
電気乾燥機 2
電気洗濯乾燥機 9
電気洗濯機 1
エアコン 4
カーテン（窓用） 4
タオルラック 4
ティーサーバー 4
テレビ 4
テレビ台 4
ヘアードライヤー 4
ベッド 4
ベッドパット 4
ベッドマット 4
レースカーテン（窓用） 4
回転椅子 4
掛け布団 4
机（宿泊室用） 4
蛍光灯スタンド 4
更衣ロッカー 4
茶櫃セット 4
電話機 4
電話台 4
半卓 4
枕 4
毛布 4
エアコン 1
カラーボックス 3
リネンラック 1
案内板 1
蛍光灯スタンド 1
座卓 2
座布団 4
ゴミ箱 2
パイプ椅子 85
椅子用台車（押手あり） 4
椅子用台車（押手なし） 5
加湿器（小） 3
加湿器（大） 5
会議用テーブル 1
回転椅子 9
受変電設備 1
書庫 1
片袖机 1
脇卓 1
ボイラー設備 2
脚立 1
貯水槽 1
オイルヒーター 2
ヘアードライヤー 4
ヘルスメーター 2
扇風機（卓上） 2
脱衣かご 10
暖簾 2
籐椅子 4

研修棟

２
Ｆ
・
３
Ｆ

集会室

洗面所

厚生棟

講師宿泊室

講師談話室

電気室

機械室

入浴施設
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本事業の対象施設並びに従来の実施に要した施設及び設備

使用設備 数量使用場所

テレビ 2
パイプ椅子 78
ビデオ収納ラック 1
ロールスクリーン 8
ワイヤレスマイクセット 1
会議用テーブル 2
ティーサーバー 1
衝立 3
食卓テーブル 14
暖房設備 7
陳列ケース 1
電子レンジ 2
電子レンジ台 2
半卓 1

厨房施設 別紙２１－１のとおり
分煙機 1
食卓テーブル 1
パイプ椅子 2
掲示板 1
バドミントン支柱 2
バレー支柱 1
ぶら下がり器 1
ボール入 1
審判台 1
清掃用具コーナー 1
卓球台 3
得点板 1
物品棚 1

男子更衣室
女子更衣室
玄関・廊下 傘立て 1

屋外 駐輪場 1
物置 2

駐車場

更衣ロッカー 16

テニスコート

厚生棟

食堂施設

大教室

用具庫

ホール・廊下
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（注記事項）

　４　従来の実施における目的の達成の程度

利用者の満足度については、別紙２－３のとおり。

１　従来の実施に要した経費                                          　 （単位：千円）
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管理・運営業務の実施にあたり確保されるべき質に係るアンケート調査 別紙２－３

研修施設内の設備・清掃・整頓の状況に関するアンケート調査により「良い」～「やや良い」の評価を得た比率
Ⅰ全体として
清掃・整頓は
行き届いてい
ましたか

①教室 ②宿泊室
③ビジネス
ルーム

④教養・集
会室

⑤トイレ・洗
面所

⑥浴室・脱
衣場

⑦ロビー、階
段、廊下

⑧備品（運
動具、自転
車、傘等）

⑨図書室
⑩自動販売
機

⑪その他の
設備

１７年度 ― 90% 84% 70% 79% 86% 85% ― ― 87% 61% ―
１８年度 ― 89% 83% 73% 74% 89% 86% ― ― 66% 71% ―
１９年度 ― 90% 85% 72% 76% 88% 84% ― ― 71% 74% ―
２０年度 ― 92% 92% 88% 89% 91% 91% 90% 88% 89% 87% 85%
２１年度 98% 96% 96% 89% 92% 95% 94% 95% 88% 87% 89% 85%
２２年度 96% 93% 95% 89% 91% 94% 93% 94% 91% 89% 82% 86%
平均 97% 92% 89% 80% 84% 91% 89% 90% 88% 82% 77% 85%

目標水準 ― 85% 80% 65% 75% 85% 80% 80% 70% 70% 70% 70%
要求水準 75%

食堂・食事に関するアンケート調査により「良い」～「やや良い」の評価を得た比率
Ⅱ全体として
食堂・食事に
満足されまし
たか

⑫食堂の清
掃・整頓

⑬食事の内容
（主食）

⑭食事の内容
（副食）

１７年度 ― 91% 64% 63%
１８年度 ― 92% 71% 71%
１９年度 ― 92% 73% 71%
２０年度 ― 90% 75% 72%
２１年度 79% 84% 89% 77%
２２年度 80% 94% 88% 74%
平均 80% 91% 77% 71%

目標水準 ― 85% 60% 60%
要求水準 65%

研修施設（事務所、食堂）スタッフに関するアンケート調査により「良い」～「やや良い」の評価を得た比率
Ⅲ全体として
スタッフの対応
に満足されま
したか

⑮施設利用説
明

⑯施設利用料
金の受領時の
対応

⑰施設スタッ
フの日常対応

⑱食堂スタッ
フの対応

２０年度 ― 83% 89% 86% 98%
２１年度 91% 86% 88% 88% 93%
２２年度 90% 83% 85% 85% 90%
平均 91% 84% 87% 86% 94%

目標水準 ― 70% 75% 70% 85%
要求水準 75%

―

―

―
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　５　従来の実施方法等

１．業務フロー図については別紙２－４のとおりです。

１　従来の実施に要した経費                                          　 （単位：千円）

従来の実施方法（業務フロー図等）

２．従来業務の業務分担及び民間競争入札による業務分担の関係は別紙２－５
　の業務区分表のとおりです。

３．施設利用料金、規約等については、別紙２－６の「独立行政法人家畜改良
　センター中央畜産研修施設運営要領」等に基づき設定されています。

４．従来業務を実施してきた部署は別紙２－７の組織図のとおりです。

事業の目的を達成する観点から重視している事項

　施設利用者に対し「中央畜産研修施設に関するアンケート」を実施し、その結
果を基にサービスの質の向上に心がけています。

　アンケート調査においては、特に施設の清掃・整頓状況、食堂・食事の状況及
び内容、施設スタッフ等について高い評価を得ることを目的としています。
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宿泊費徴収

（独）家畜改良センター 中央畜産研修業務フロー

研修の管理・運営

前年度

事前
随時

当日

センター 受託業者
（Ｈ２１年度以降）

利用者

終了後
アンケート集計

研修等実績取りまとめ

研修施設の管理・運営

施設利用料金設定

業務委託 業務受託

研修打合せ、会議等

物品調達

教室利用料金等徴収

研修に係る連絡調整

宿泊届け、施設利用
申込書提出

教室利用料等支払

清掃・ゴミ搬出

宿泊・浴室・食堂・教室
の準備

研修施設の維持管理

利用者への
サービス提供準備修繕

開・閉校式

宿泊費等徴収

アンケート配布・回収

宿泊費等支払

アンケート提出

利用案内・施設
オリエンテーション

清掃・ゴミ搬出

宿泊・浴室・食堂・教室
関連業務

研修施設の維持管理

研修業務全体

アンケート作成

利用者へのサービス提供

施設の利用促進

別紙２－４
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別紙２－５

センター 受託者 受託者以外の業者

1 研修の管理 1 研修打ち合わせ、会議等 ○

2 1 宿泊料金 ○

2 食事料金 ○

3 光熱水料金 ○

3 アンケート調査に関する業務 ○

4 研修実績取りまとめ ○

5 物品調達 ○

6 業務委託事務 ○

2 研修の運営 1 受付業務(申請書受理等） ○

2 研修実施に関する連絡調整等 ○

3 利用促進 ○

4 研修準備 ○

5 開・閉校式の開催 ○

6 教室利用料金等の徴収 ○

3 1 清掃 1 清掃業務（日常清掃） ○

2 清掃業務（定期） ○

3 ゴミ搬出 ○

2 浴室業務 1 浴室用ボイラー日常点検等 ○

2 浴室用ボイラー非常時対応 ○

3 浴槽温度管理 ○

4 浴槽水水質検査 ○

3 研修施設全般 1 水道関連施設保守管理(日常点検） ○

2 水道関連施設保守管理（その他） ○

3 電気設備点検 ○

4 冷暖房装置及び温度管理 ○

5 浄化槽維持管理 ○

6 消防設備の点検 ○

7 ボイラー地下タンクの清掃等 ○

8 ボイラー地下タンクの残量確認 ○

9 建築物及び付属設備の点検 ○

4 電気・電話の保守管理 ○

5 公共料金の支払い ○

6 修繕 ○

4
1 宿泊関連業務 1 部屋割り等 ○

2 利用案内・宿泊室の鍵の受渡 ○

3 施錠確認 ○

4 宿泊室の点検、準備 ○

5 寝具等のクリーニング ○

2 教室の使用調整 1 教室の使用調整 ○

2 教室の準備 ○

3 講師控え室の準備 ○

3 食堂の運営 1 食事の提供及び関連サービス ○

4 利用料金の徴収 ○

5 利用者へのサービス提供 1 物品管理・交換 ○

2 物品管理・交換（食堂関係） ○

3 コピー機リース及び保守 ○

4 パソコン管理 ○

5 貸し出し物品管理 ○

6 救急医薬品管理 ○

7 自動販売機の設置・管理 ○

8 外部からの連絡取り次ぎ ○

9
その他施設利用に関するサービス
提供

○

6 その他 1 時報調整 ○

2
施設に関するオリエンテーションの
実施

○

3 郵便・宅配対応 ○

4 その他の施設運営業務 ○

業務分担表

研修施設の
管理

研修施設の
運営

現状(H21-23)及び今後(H24-27)
大項目 中項目 小項目

施設利用料金等設定に関する
業務
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別紙２－６

独立行政法人家畜改良センター中央畜産研修施設運営要領

１７独家セ第１７０６号

平成１８年 ３月３１日

(趣旨)

第１条 独立行政法人家畜改良センター(以下「センター」という。)中央畜産研修施設

（以下「研修施設」という。）において実施される研修等を円滑に実施するため、

研修施設の運営については、この要領の定めるところにより実施するものとする。

(使用の範囲)

第２条 研修施設の使用の範囲は、次に掲げるものとする。

(1) 農林水産省生産局長が行う中央畜産技術研修
(2) センター理事長(以下「理事長」という。)が行う研修、会議、講習会、行
事等

(3) 農林水産省各局長が行う畜産技術に関する研修、会議、講習会等
(4) 理事長が許可した畜産関係団体等が行う研修
(5) その他理事長が必要と認めるもの

(使用の優先順位)

第３条 使用が重複する場合における使用の優先順位は、第２条の号の順番とする。

(使用料)

第４条 研修施設に係わる使用料として次に掲げる項目の経費を徴収することができる

ものとする。

(1) 雑費(新聞、雑誌、シャンプー等)
(2) 清掃費(第２条第１号、２号及び第３号を除く。)
(3) 光熱水料(第２条第１号、２号及び第３号の教室使用により発生する経費
を除く。)

(4) その他理事長が必要と認める経費

(経費の額)

第５条 前条各号に定める経費の額は、毎年度理事長が定める。

(利用の申し込み)

第６条 研修施設の利用・宿泊の申し込みをするに当たって、次項に掲げる場合を除き

36



別紙１「中央畜産研修施設利用申込書」を事前に提出し、理事長の承認を得るも

のとする。

２ 第２条第２号に定める理事長が主催する研修会を受講する者については、受講

者決定の決裁文書の写しをもってこれに代えることができる。

３ 食事及び宿泊を確認する必要がある場合は、別紙２「中央畜産研修施設宿泊届」

を提出させることができるものとする。

(経理)

第７条 第４条により徴収した使用料金は、同条に規定する経費として使用し独立行政

法人家畜改良センター会計規程に基づき、他の事業と区分して経理する。

(損害賠償)

第８条 使用者の故意又は過失により研修施設が損害を被った場合は、理事長は、該当

使用者に対しその全部又は一部を賠償させることができる。

(決裁権の委任)

第９条 第６条に規定する事務の決裁を企画調整部長に委任する。

(その他)

第 10 条 この要領に定めるもののほか、研修施設の運営に関し必要な事項は、理事長
が別に定める。

附則

この要領は平成１３年４月１日から施行する。

この要領は平成１８年４月１日から施行する。

この要領は平成２０年４月１日から施行する。
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別紙１

平成 年 月 日

中央畜産研修施設利用申込書

独立行政法人 家畜改良センター理事長 殿

下記のとおり家畜改良センター中央畜産研修施設の利用を申し込みますので、よろしく

お願いします。

記

１．利用の目的(研修・会議等の名称)

２．利用期間 自 平成 年 月 日

至 平成 年 月 日

３．申込者所属・氏名等

所 属 所 名

所 属 所 住 所

所属所電話番号

申込者又は申込代表者氏名 ,
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｛記載例｝

平成××年××月××日

中央畜産研修施設利用申込書

独立行政法人 家畜改良センター理事長 殿

下記のとおり家畜改良センター中央畜産研修施設の利用を申し込みますので、よろしく

お願いします。

記

１．利用の目的(研修・会議等の名称)

例１：中央畜産技術研修会のため

例２：畜産環境アドバイザー研修会開催のため

例３：○○会議出席のため

２．利用期間 自 平成 年 月 日

至 平成 年 月 日

３．申込者所属・氏名等

所 属 所 名

所 属 所 住 所

所属所電話番号

申込者又は申込代表者氏名 ,

例１の場合は、農水省生産局畜産企画課担当者氏名とし受講者名簿を添付する。

例２の場合は、研修主催団体長氏名とし受講者名簿を添付する

例３の場合は、会議出席者各人又は会議主催代表者とし出席者名簿を添付する。
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別紙２

独立行政法人 家畜改良センター 中央畜産研修施設 研修係長 あて

（FAX番号 ０２４８－２５－６７５５）

中 央 畜 産 研 修 施 設 宿 泊 届

講 座 名

利 用 期 間 平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日

（フリガナ） ( ） 性 男

受 講 者 氏 名 別 女

所属機関名・職名

所属機関住所 〒

所属機関 TEL・FAX TEL

FAX

E－ Mailアドレス

喫煙の有無 タバコ（どちらかに○印） ・吸う ・吸わない

その他連絡事項

※ 「中央畜産技術研修会」の場合は、懇親会参加希望の有無

※ 前後泊を希望する場合は、「入所日時」または「退所日時」を

明記

注１ ： 開講日前日及び閉講日当日の宿泊は原則として出来ません。

注２ ： 「利用期間」とは「チェックインからチェックアウト」までを言います。

注３ ： 本届は、受講者氏名の確認・連絡等及び研修施設内の諸準備等に利用するもので

すので、期限厳守のうえ提出のこと。
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別紙２－７

独立行政法人 家畜改良センター組織図　 （平成２３年4月１日現在）

枠内事業実施部署

理事（非常勤）

理事（非常勤）

監事（非常勤）

監事（非常勤）

牧場
（ 新冠、十勝、奥羽、岩手、茨城、長野、岡崎、兵庫、鳥取、熊本、宮崎）

中央畜産研修施
設

海外協力課

企画調整課

常任理事
（企画調整担
当）

総務部 総務課

理事長

システム推進課

生産衛生課

管理課

技術第一課

種畜課

企画管理課

個体識別情報課

技術第三課

企画調整部

改良部

常任理事
（総務担当）

管財課

会計課

人事課

技術部

個体識別部

技術第二課

情報分析課

飼料種苗課
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　 月   　日 ㊞

区分

1 Ｆ

２ Ｆ

３ Ｆ

室

室

室

食

食

食

食

・

・

・

別紙３－１－１

   人

特記事項　（　全般　）

宿
泊
者
数

研修生宿泊室
１人部屋

研修生宿泊室
２人部屋

身体障害者
宿泊室

講師宿泊室 合 計

   人    人    人    人

（品物名及び個数を記載） 　枕カバー　　　　 （　　   枚　）

クリーニング 　アッパーシーツ （　　   枚　） 　フラットシーツ （　　   枚　）

建
築
物
等

点
検
・
保
守

   水質の維持 　　

   循環濾過装置

　バスタオル （　　   枚　）

食
　
堂

朝　　食

昼　　食

夕　　食

　懇　親　会　（          円 ）

　毛布カバー （　　   枚　）

　浴衣 （　　   枚　） 　フェイスタオル （　　   枚　）

清
　
掃
　
業
　
務

日常・定期 実施の有無
または部屋数

特　記　事　項　（　業務別　） 実施者名

ゴミ収集　（　実施したものを
○で囲む　）

可燃　・　不燃
資源　・　大型

浴
室

大　浴　室 有　・　無

小　浴　室

専
用
部
分

共
　
用
　
部
　
分

有　・　無

講師宿泊室

身体障害者宿泊室 有　・　無

第 ２ 教 室 有　・　無

一般宿泊室　（２ Ｆ）

一般宿泊室　（３ Ｆ）

大　教　室 有　・　無

厚　生　棟 有　・　無

第 １ 教 室 有　・　無

有　・　無

有　・　無

研
修
棟

有　・　無

（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　） （　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）

（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　） （　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）

（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　） （　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）

天　候 勤務時間 （　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）

勤　務　者　名　（　勤　務　時　間　）

                  業　　務　　日　　誌
年・月・日 平成　   年 （　　　） 責任者名
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別紙３－１－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業　務　日　誌　（　宿泊室清掃　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日

1．対象部屋

１階

２階

３階

２．作業者名

３．作業内容

作業内容 チェック

玄関周り 　拭き掃除

居室 　拭き掃除

　拭き掃除

　拭き掃除

　整頓

　整頓

　拭き掃除

　拭き掃除

　拭き掃除

　ゴミ処理　・　拭き掃除

　整頓

　整頓

　拭き掃除

　拭き掃除

　拭き掃除

　拭き掃除　・　フィルター清掃

　整頓

　洗浄・整頓

　洗浄・整頓

バス・トイレ 　洗浄

　洗浄　・　拭き掃除

　拭き掃除

　拭き掃除

　拭き掃除

　洗浄　・　拭き掃除

　洗浄剤投入

　フィルター清掃

窓ガラス・網戸 　洗浄　・　拭き掃除

壁 　拭き掃除

床 　掃き掃除　・　拭き掃除

　※実施日毎に作成し、別紙３２－１－１に添付すること。

ビニール床シート

茶櫃セット

バスタブ

洗面台

床

内壁等

照明器具・鏡

便器

配水管・排水口

天井換気扇

ティーサーバー

扇風機

タオルラック

ロッカー

ゴミ箱

窓用カーテン

ベットカーテン

電話・電話台

テレビ

テレビ台

（冷）暖房設備

ヘアードライヤー

寝具

　　３１１　・　３１２　・　３１３　・　３１４　・　３１５　・　３１６　・　３１７　・　３１８　・　３１９　・　３２０
　　３２１　・　３２２　・　３２３　・　３２４　・　３２５　・　３２６　・　３２７　・　３２８　・　３２９　・　３３０

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　

作業対象箇所

入り口ドア

机

椅子

照明器具

ベット

　　３０１　・　３０２　・　３０３　・　３０４　・　３０５　・　３０６　・　３０７　・　３０８　・　３０９　・　３１０

　　　　　　　　　　　　　平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　１０１　・　講師室１ ・ 講師室２ ・ 講師室３ ・ 講師室４
　　２０１　・　２０２　・　２０３　・　２０４　・　２０５　・　２０６　・　２０７　・　２０８　　 ２０９　・　２１０
　　２１１　・　２１２　・　２１３　・　２１４　・　２１５　・　２１６　・　２１７　・　２１８　・　２１９　・　２２０
　　２２１　・　２２２　・　２２３　・　２２４　・　２２５　・　２２６　・　２２７　・　２２８　・　２２９　・　２３０
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独立行政法人

３．報告内容

別紙３－２

年　　月　　日

　　（４）　教室等稼動状況

　　（５）　宿泊室稼動状況

【　月　間　業　務　報　告　書　】

　平成○年○月の研修施設管理・運営業務につき、下記のとおり実施し
ましたので報告します。

記

　　年　　月　　日　　～　　 月　　日

民間事業者

１．報告対象期間

家畜改良センター理事長　殿

　　　　　　　　㊞

　　（６）　食堂の運営状況

　　別紙３－２－１～６のとおり。

２．報告対象項目

　　（１）　清掃業務実施状況

　　（２）　クリーニング業務実施状況

　　（３）　教室等利用状況
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延作業区分数
実施すべき

回数
実施回数

1Y(1回/年) 104

6M(1回/半年) 13

1M(1回/月) 2

1W(1回/週) 64

毎(毎日) 12

研(研修期間中) 106

適(適宜) 0

  　定期清掃については、「実施すべき回数」欄に「実施すべき作業区分
　　数」、「実施回数」欄に「実施した作業区分数」を記載し、備考欄に
　　実施日を記載する。

注：作業区分数は、別紙４-３による。

日
常
清
掃

別紙３-２-１

年　　月

業務月報（清掃業務実施状況）

清掃頻度区分

定
期
清
掃

備　考
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品　　目 数　量 単　価

アッパーシーツ

フラットシーツ

枕カバー

毛布カバー

浴衣

フェイスタオル

バスタオル

浴衣帯

白衣

毛布（二重毛布）

ベッドパット

羽毛掛布団（丸洗い）

羽毛枕

座布団

合　　計

年　　月

別紙３-２-２

業務月報（クリーニング業務実施状況）　

合計金額（税込）
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別紙３-２-３
業務月報（教室等利用状況）　　　　　　　　年　　月

主　催　者　名 催　　事　　名 実施日(曜日) 時間 利用施設 人数 備   考

実施日、利用施設単位で記入して下さい。

報告書記載にあたっての留意事項
主催者名 主催者名を記入して下さい。主催者が複数ある場合は、すべて記入して下さい。
催事名 催事名を記入して下さい。
実施日 実施日を記入して下さい。複数同じ条件で利用した場合も、実施日ごとに記入して下さい。
時間 利用した時間(研修開始～終了)を記入して下さい。
利用施設 利用した施設名を記入して下さい。
人数 利用した人数(研修行事の場合は受講者数)を記入して下さい。
備考 昼食、夕食の時間、その他特記事項を記入して下さい。
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業務月報（教室等稼働状況） 年 月

○業務日数、利用日数

業務日数 日 日 日 日
利用日数 日 日 日 日
注：業務日数は、土日、祝日、年末年始(12/29～1/3)を除いた日数

○教室等稼働率

　 稼働率 ％ ％ ％

○利用日数内訳　　　　（A＝B＋C）

A. 全体 日 日 日
B. 農林水産省・センター利用 日 日 日
C. 畜産関係団体等利用 日 日 日

○利用件数　　　　　　　（A＝B＋C）

A．全体 件
B．農林水産省・センター 件
C．畜産関係団体等 件

第１教室 第２教室

別紙３-２-４

注：教室稼働率＝当該教室利用日数／業務日数
　　施設稼働率＝研修施設利用日数／業務日数

第１教室稼働率 第２教室稼働率 施設稼働率

その他

第１教室 第２教室 その他 研修施設全体
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業務月報（宿泊室稼働状況） 年 月

講師宿泊室 泊
研修宿泊室 泊（一般宿泊室＋身障者宿泊室）
収入合計 円

（内訳）
講師宿泊室 １泊単価 泊数 金額

Ａ室
Ｂ室
Ｃ室
Ｄ室
合計

身障者宿泊室 １泊単価 泊数 金額
１０１

一般宿泊室 １泊単価 泊数 金額 一般宿泊室 １泊単価 泊数 金額
２０１Ａ ３０１Ａ
２０１Ｂ ３０１Ｂ
２０２Ａ ３０２Ａ
２０２Ｂ ３０２Ｂ
２０３Ａ ３０３Ａ
２０３Ｂ ３０３Ｂ
２０４Ａ ３０４Ａ
２０４Ｂ ３０４Ｂ
２０５Ａ ３０５Ａ
２０５Ｂ ３０５Ｂ
２０６Ａ ３０６Ａ
２０６Ｂ ３０６Ｂ
２０７ ３０７
２０８ ３０８
２０９ ３０９
２１０ ３１０
２１１ ３１１
２１２ ３１２
２１３ ３１３
２１４ ３１４
２１５ ３１５
２１６ ３１６
２１７ ３１７
２１８ ３１８
２１９ ３１９
２２０ ３２０
２２１ ３２１
２２２ ３２２
２２３ ３２３
２２４ ３２４

２２５Ａ ３２５Ａ
２２５Ｂ ３２５Ｂ
２２６ ３２６
２２７ ３２７

２２８Ａ ３２８Ａ
２２８Ｂ ３２８Ｂ
２２９Ａ ３２９Ａ
２２９Ｂ ３２９Ｂ
２３０Ａ ３３０Ａ
２３０Ｂ ３３０Ｂ

小計 小計
合計

別紙３-２-５
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業務月報（食堂の運営状況） 年　　月

営業日数 日

区　　　分 営業回数 延べ食数 単　価
合計金額
（税込み）

１．朝　食 500

２．昼　食 600

３．夕　食 700

４．懇親会

５．夕食、懇親会
　　同時開催
　　(３、４の内数)

計

別紙３-２-６
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独立行政法人

３．報告内容

　平成○年度の研修施設管理・運営業務につき、下記のとおり実施しま
したので報告します。

記

別紙３－３

年　　月　　日

家畜改良センター理事長　殿

民間事業者 　　　　　　　　㊞

【　年　間　総　括　報　告　書　】

　　（５）　食堂の運営状況

　　別紙３－３－１～５のとおり。

　　（２）　クリーニング業務実施状況

　　（３）　教室等稼動状況

　　（４）　宿泊室稼動状況

１．報告対象期間 　　年　　月　　日　～　　 年　　月　　日

２．報告対象項目

　　（１）　清掃業務実施状況
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延作業区分数
実施すべき

回数
実施回数

1Y(1回/年) 104

6M(1回/半年) 13

1M(1回/月) 2

1W(1回/週) 64

毎(毎日) 12

研(研修期間中) 106

適(適宜) 0

　　　定期清掃については、備考欄に実施日を記載

注：作業区分数は、別紙４-３の区分による

定
期
清
掃

日
常
清
掃

別紙３-３-１

業務年報（清掃業務実施状況）

年度

備　考清掃頻度区分
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品　　目 数　量 単　価

アッパーシーツ

フラットシーツ

枕カバー

毛布カバー

浴衣

フェイスタオル

バスタオル

浴衣帯

白衣

毛布（二重毛布）

ベッドパット

羽毛掛布団（丸洗い）

羽毛枕

座布団

合　　計

合計金額（税込）

年度

別紙３-３-２

業務年報（クリーニング業務実施状況）　
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業務年報（教室等稼働状況） 年度

○業務日数、利用日数

業務日数 日 日 日 日
利用日数 日 日 日 日
注：業務日数は、土日、祝日、年末年始(12/29～1/3)を除いた日数

○教室等稼働率

　 稼働率 ％ ％ ％ ％

○利用日数内訳　　　　（A＝B＋C）

A. 全体 日 日 日
B. 農林水産省・センター利用 日 日 日
C. 畜産関係団体等利用 日 日 日

○利用件数　　　　　　　（A＝B＋C）

A．全体 件
B．農林水産省・センター 件
C．畜産関係団体等 件

別紙３-３-３

第１教室 第２教室 その他 研修施設全体

第１教室稼働率 第２教室稼働率 教室延べ稼働率 施設稼働率

注：教室稼働率＝当該教室利用日数／業務日数
　　教室延べ稼働率＝（第１教室利用日数＋第２教室利用日数）／（業務日数×２教室）
　　施設稼働率＝研修施設利用日数／業務日数

第１教室 第２教室 その他
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業務年報（宿泊室稼働状況） 年度

講師宿泊室 泊
研修宿泊室 泊（一般宿泊室＋身障者宿泊室）
収入合計 円

（内訳）
講師宿泊室 １泊単価 泊数 金額

Ａ室
Ｂ室
Ｃ室
Ｄ室
合計

身障者宿泊室 １泊単価 泊数 金額
１０１

一般宿泊室 １泊単価 泊数 金額 一般宿泊室 １泊単価 泊数 金額
２０１Ａ ３０１Ａ
２０１Ｂ ３０１Ｂ
２０２Ａ ３０２Ａ
２０２Ｂ ３０２Ｂ
２０３Ａ ３０３Ａ
２０３Ｂ ３０３Ｂ
２０４Ａ ３０４Ａ
２０４Ｂ ３０４Ｂ
２０５Ａ ３０５Ａ
２０５Ｂ ３０５Ｂ
２０６Ａ ３０６Ａ
２０６Ｂ ３０６Ｂ
２０７ ３０７
２０８ ３０８
２０９ ３０９
２１０ ３１０
２１１ ３１１
２１２ ３１２
２１３ ３１３
２１４ ３１４
２１５ ３１５
２１６ ３１６
２１７ ３１７
２１８ ３１８
２１９ ３１９
２２０ ３２０
２２１ ３２１
２２２ ３２２
２２３ ３２３
２２４ ３２４

２２５Ａ ３２５Ａ
２２５Ｂ ３２５Ｂ
２２６ ３２６
２２７ ３２７

２２８Ａ ３２８Ａ
２２８Ｂ ３２８Ｂ
２２９Ａ ３２９Ａ
２２９Ｂ ３２９Ｂ
２３０Ａ ３３０Ａ
２３０Ｂ ３３０Ｂ

小計 小計
合計

別紙３-３-４
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業務年報（食堂の運営状況） 年度

営業日数 日

区　　　分 営業回数 延べ食数 単　価
合計金額
（税込み）

１．朝　食 500

２．昼　食 600

３．夕　食 700

４．懇親会

５．夕食、懇親会
　　同時開催
　　(３、４の内数)

計

別紙３-３-５
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平成○○年度 中央畜産研修年度計画
月＼日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
4 ***

月

5

月
6 ***

月

7

月
8

月

9 ***

月
月＼日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
10

月
11 ***

月
12

月
1

月
2 *** *** ***

月
3

月
月／日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

※　『時事問題』講座は、時宣にあった緊急性のある内容とするため、開催時期等は未定　→　１２月までに開催する。研修、会議等の開催予定（可能であれば予定利用者数も含む）、各種定期点検、定期掃除等の計画について記載すること。

別紙３－４
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清 掃 業 務 の 内 容 

 

１．概要 

 

清掃業務とは、センターの指定する日常清掃並びに定期清掃を指し、業務の実

施にあたっては、良好な環境衛生の維持と建材の保全に務めるとともに、労働安

全衛生法等関係法令を遵守して安全管理に万全を期すものとする。 

 

２．業務指定場所 

 

清掃箇所・面積は、別紙４－１「清掃面積表」の該当部分とする。 

 

３．業務内容等 

 

（１）基本原則 

ア 清掃箇所の各材質の特性を十分検討のうえ、最適の清掃材料（用具、資材

等）を使用して業務を行うものとする。 

イ 作業員は厳選し、充分指導の上業務を行うものとする。 

ウ 貸与した鍵は厳重に管理し、業務を遂行するために必要な時間と場所に限

って使用すること。 

エ 用水・電力の使用については、必要最小限にとどめること。 

 

（２）業務時間 

ア 月曜日～金曜日 

イ 時間 ：夜間を除く時間帯（概ね午前８：３０～午後５：３０の間） 

 

（３）業務内容 

別紙４－２「作業要領」、別紙４－３「作業基準表」、別紙５「宿泊室清掃

業務の内容」及び別紙６「厨房清掃業務の内容」による。 

 

（４）業務実施上の注意 

ア 民間事業者は、善良なる管理者の注意をもって作業を行うものとする。 

イ 建物・設備等に損害を与えた場合または施設の異常を発見した場合は、セ

ンターに速やかに報告するとともに、作業員の故意又は過失による場合は、

請負者において原状回復等その責を負うものとする。 

ウ 民間事業者は月内の清掃実施状況を取りまとめの上、別紙３－２－１ 

「業務月報（清掃業務実施状況）」でセンターに毎月報告するものとする。 

  また、年内の清掃実施状況を取りまとめの上、別紙３－３－１「業務年報

（清掃業務実施状況）」でセンターに報告するものとする 

 

４．作業員の管理 

 

（１）民間事業者は、作業規律の維持及び衛生に留意し、作業員に指導・徹底する

とともに、作業員に作業服を着用させ、民間事業者の従業員であることを示す

別紙４ 
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証明書を携行させるものとする。 

（２）民間事業者は、作業員には、礼儀正しく他人に不快の感を与えることのない

よう指導し、なるべく同一人を継続して従事させること。また、病気等により

同一人を従事させることができない場合は、速やかに継続して行える者を選定

すること。 

 

５．清掃業務遂行上必要な資材等の負担区分 

 

（１）センターが負担するもの 

ア 光熱水料 

イ 消耗品（ビニール袋、水石鹸又はハンドソープ等の衛生消耗品） 

 

（２）センターが無償で貸与するもの 

ア 作業実施に必要な鍵 

イ ポリッシャー 

ウ 掃除機 

エ ほうき・モップ・モップ絞り 

 

（３）民間事業者が負担するもの 

清掃に用いる洗剤類及び上記以外の清掃機材 

 

６．その他 

 

業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、センターと民間事業者の間で協議す

るものとする。 
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【　清掃面積表　】

玄関ホール・風除室 磁器質タイル 64.80 42.68

事務室 ビニール床シート 37.80 8.42

湯沸室 ビニール床シート 7.02 －

休養室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）

11.88 3.42

講師控室 タイルカーペット 56.70 10.26

ビジネスルーム ビニール床シート 37.80 6.84

第１教室 ビニール床シート 162.00 20.52

第２教室 タイルカーペット 145.80 20.52

資料印刷室 ビニール床シート 29.16 －

自販機コーナー ビニール床シート 19.44 －

図書室 ビニール床シート 69.66 10.83

ロビー・廊下 ビニール床シート 285.12 19.14

教養室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）

74.20 13.68

宿泊室
（身体障害者用）

ビニール床シート
モザイクタイル（浴室）

31.10 6.84

トイレ ビニール床シート 35.10 6.84

階段（１～２階） ビニール床シート 29.16 －

屋外ゴミ置場 金属 3.38 －

宿泊室（１人用）
9.45㎡/室 × 20室

ビニール床シート 189.00 45.60

宿泊室（２人用）
18.9㎡/室 × 10室

ビニール床シート 189.00 45.60

廊下 ビニール床シート 207.90 13.85

階段（２～３階） ビニール床シート 25.50 1.40

リネン室 ビニール床シート 18.90 －

集会室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）
フローリング

29.16 5.16

トイレ ビニール床シート 37.80 0.84

洗面所 ビニール床シート 21.06 1.68

宿泊室（１人用）
9.45㎡/室 × 20室

ビニール床シート 189.00 45.60

宿泊室（２人用）
18.9㎡/室 × 10室

ビニール床シート 189.00 45.60

廊下 ビニール床シート 207.90 23.86 喫煙スペース含む

リネン室 ビニール床シート 18.90 －

集会室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）
フローリング

29.16 5.16

トイレ ビニール床シート 37.80 0.84

洗面所 ビニール床シート 21.06 1.68

管　　理　　場　　所

《　中 央 畜 産 研 修 施 設　》

清掃面積（㎡）
備考

２Ｆ

３Ｆ

１Ｆ

床面 窓ガラス
施設名 階 室名又は場所 床材質

研修棟

別紙４－１
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【　清掃面積表　】

管　　理　　場　　所

《　中 央 畜 産 研 修 施 設　》

清掃面積（㎡）
備考

床面 窓ガラス
施設名 階 室名又は場所 床材質

渡り廊下 ビニール床シート 22.00 14.44

講師宿泊室
15.9㎡ × 4室

タイルカーペット 63.60 13.80

講師談話室
たたみ
フローリング

15.90 3.45

機械室 床用塗料 88.65 10.20

入浴施設
モザイクタイル（浴室）
ビニール床シート（脱衣室）
フローリング（　〃　）

98.37 5.94

トイレ ビニール床シート 14.16 3.08

食堂施設 ビニール床シート 162.00 56.73

厨房施設

合成樹脂塗床（調理場）
たたみ（厨房休憩室）
フローリング（　〃　）
床用塗料（倉庫）

90.00 30.35

屋外ゴミ置場 金属 4.42 －

ホール・廊下 ビニール床シート 86.52 5.73

風除室 磁器質タイル 5.10 4.80

アリーナ フローリング 469.20 ※ ※窓ガラス清掃対象外

用具庫 床用塗料 18.70 2.40

男子更衣室 ビニール床シート 14.30 2.30

女子更衣室 ビニール床シート 7.28 2.40

トイレ ビニール床シート 4.80 －

玄関・廊下 ビニール床シート 21.58 31.32

玄関踏込・ポーチ 磁器質タイル 41.55 －

アスファルト舗装
（ハードコート仕上）

1,600.00 －

アスファルト舗装 1,457.00 －

6,796.39 593.80

注：上記の窓ガラス清掃面積は片面面積を記載。

合　　　計

テニスコート

駐車場

大教室

厚生棟
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作 業 要 領 

 

１．作業実施日及び時間 

  

（１）日常清掃 

  

業 務 日 月曜日～金曜日 

休   日 
基本的に土曜日・日曜日・祝日 

（研修・会議の開催等により作業が生じる場合あり） 

    ※業務は夜間を除く時間帯で、１名若しくは若干名により実施すること。 

    ※作業要領については、別紙４－３【作業基準表】を参照すること。 

 

（２）床面定期清掃及び窓ガラス等清掃 

   センター職員及び利用者への迷惑とならないよう、打合せの上実施すること。 

なお、具体的な実施方法については、民間事業者の創意工夫により提案する

こと。 

    

磁器質タイル １回／年 

ビニール床シート・床用塗料 １回／年 

タイルカーペット １回／年 

窓ガラス清掃（両面） １回／年 

照明器具清掃 １回／年 

分煙器のフィルター交換 １回／年 

換気扇掃除 １回／半年 

 

 （参考）従来より実施している床面定期清掃及び窓ガラス等清掃作業内容 

 

磁器質タイル 

１回／年 業者委託により実施 

・床用洗剤でポリッシャーにより洗浄→汚水回

収→水モップで吹き上げ→乾燥 

ビニール床シート・床用塗料 

１回／年 業者委託により実施 

・床用洗剤でポリッシャーにより洗浄→汚水回

収→水モップで吹き上げ→乾燥→ワックス塗

布 

タイルカーペット 

１回／年 業者委託により実施 

・床面除塵→処理剤散布→適正洗剤で洗浄→ス

チームリンサーにより濯ぎ、汚水を回収 

窓ガラス両面・サッシ清掃 

１回／年 業者委託により実施 

・洗剤塗布→ウインドスクイージで拭き上げ 

・サッシ部分については、レールに溜まった汚

れ等を水洗いで除去 

別紙４－２ 

62



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

照明器具清掃 
１回／年 自力施行 

・水拭き掃除 

分煙器のフィルター交換 
１回／年 業者委託により実施 

・該当機種対応のフィルターに交換 

換気扇掃除 

１回／半年 自力施行 

・紙フィルターの交換または換気扇本体の拭き掃

除（ヤニ落とし） 
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【　作業基準表　】
備考

床面 窓ガラス

玄関ホール・風除室磁器質タイル 64.80 42.68 研 研 研 研 研 研 1Y

事務室 ビニール床シート 37.80 8.42 1W 毎 1W 1Y 1Y

湯沸室 ビニール床シート 7.02 － 毎 毎 毎 1Y 1Y 1Y

休養室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）

11.88 3.42 1W 1W 1W 1Y 1Y

講師控室 タイルカーペット 56.70 10.26 研 研 研 研 研 1Y 1Y

ビジネスルーム ビニール床シート 37.80 6.84 1W 研 研 1W 1Y 1Y 1Y

第１教室 ビニール床シート 162.00 20.52 1W 1W 1Y 1Y

第２教室 タイルカーペット 145.80 20.52 1W 1W 1Y 1Y

資料印刷室 ビニール床シート 29.16 － 1W 毎 1W 1Y 1Y

自販機コーナー ビニール床シート 19.44 － 研 研 研 1W 1W 研 研 1Y

図書室 ビニール床シート 69.66 10.83 1W 研 研 1W 1Y 1Y 1Y

ロビー・廊下 ビニール床シート 285.12 19.14 1W 研 1W 研 研 研 研 1Y 1Y 6M 1Y

教養室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）

74.20 13.68 研 研 研 1W 1W 1W 研 研 1Y 1Y

宿泊室
（身体障害者用）

ビニール床シート
モザイクタイル（浴室）

31.10 6.84 1Y 1Y 6M ほか詳細は別紙２のとおり

トイレ ビニール床シート 35.10 6.84 毎 毎 毎 毎 毎 毎 毎 1Y 1Y 6M

階段（１～２階） ビニール床シート（カーペット張） 29.16 － 研 研 ワックス掛け対象外

屋外ゴミ置場 金属 3.38 － 1W 1W 1W

宿泊室（１人用）
9.45㎡/室 × 20室

ビニール床シート 189.00 45.60 1Y 1Y ほか詳細は別紙２のとおり

宿泊室（２人用）
18.9㎡/室 × 10室

ビニール床シート 189.00 45.60 1Y 1Y ほか詳細は別紙２のとおり

廊下 ビニール床シート 207.90 13.85 研 研 1W 1W 1Y 1Y

階段（２～３階） ビニール床シート 25.50 1.40 研 研 1Y ワックス掛け対象外

リネン室 ビニール床シート 18.90 － 1W 研 1Y

集会室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）
フローリング

29.16 5.16 研 研 1W 研 研 1W 研 研 研 1Y

トイレ ビニール床シート 37.80 0.84 研 研 研 研 研 研 研 1Y 1Y 6M

洗面所 ビニール床シート 21.06 1.68 研 研 研 1W 研 研 研 研 1Y 1Y 6M

宿泊室（１人用）
9.45㎡/室 × 20室

ビニール床シート 189.00 45.60 1Y 1Y ほか詳細は別紙２のとおり

宿泊室（２人用）
18.9㎡/室 × 10室

ビニール床シート 189.00 45.60 1Y 1Y ほか詳細は別紙２のとおり

廊下 ビニール床シート 207.90 23.86 研 研 1W 研 1W 1Y 1Y 1Y 喫煙スペース含む

リネン室 ビニール床シート 18.90 － 1W 研 1Y

集会室
たたみ（和室）
ビニール床シート（踏込）
フローリング

29.16 5.16 研 研 1W 研 研 1W 研 研 研 1Y

トイレ ビニール床シート 37.80 0.84 研 研 研 研 研 研 研 1Y 1Y 6M

洗面所 ビニール床シート 21.06 1.68 研 研 研 1W 研 研 研 研 1Y 1Y 6M

渡り廊下 ビニール床シート 22.00 14.44 研 研 1Y 1Y

講師宿泊室
15.9㎡ × 4室

タイルカーペット 63.60 13.80 1Y 1Y 6M ほか詳細は別紙２のとおり

講師談話室
たたみ
フローリング

15.90 3.45 研 研 1Y 6M

機械室 床用塗料 88.65 10.20 6M 6M 1Y

入浴施設
モザイクタイル（浴室）
ビニール床シート（脱衣室）
フローリング（　〃　）

98.37 5.94 研 研 研 研 研 研 研 研 研 研 1Y 1Y

トイレ ビニール床シート 14.16 3.08 研 研 研 研 研 1Y 1Y 6M

食堂施設 ビニール床シート 162.00 56.73 1W 1W 研 1W 1W 1W 1W 1Y 1Y

厨房施設

合成樹脂塗床（調理場）
たたみ（厨房休憩室）
フローリング（　〃　）
床用塗料（倉庫）

90.00 30.35 1Y ほか詳細は別紙４のとおり

屋外ゴミ置場 金属 4.42 － 1W 1W 1W

ホール・廊下 ビニール床シート 86.52 5.73 研 研 研 1W 1Y 1Y

風除室 磁器質タイル 5.10 4.80 1W 1W 1W 1Y

アリーナ フローリング 469.20 ※ 6M ※窓ガラス掃除対象外

用具庫 床用塗料 18.70 2.40 1W 1Y 1Y

男子更衣室 ビニール床シート 14.30 2.30 1W 1W 1W 1Y 1Y

女子更衣室 ビニール床シート 7.28 2.40 1W 1W 1W 1Y 1Y

トイレ ビニール床シート 4.80 － 1W 1W 1W 1W 1Y

玄関・廊下 ビニール床シート 21.58 31.32 1W 1W 1Y 1Y

玄関踏込・ポーチ 磁器質タイル 41.55 － 1W 1Y

アスファルト舗装
（ハードコート仕上）

1,600.00 － 1M

アスファルト舗装 1,457.00 － 1M

※上記以外の業務
１．照明器具の清掃・・・年１回

机
上
拭
き
掃
除

施設名 階

床
面
水
拭
き
掃
除

床
面
ダ
ス
タ
ー

ク
ロ
ス
掛
け

室名又は場所 床材質

清掃面積（㎡）

茶
殻
・
吸
殻
処
理

鏡
ふ
き
掃
除

流
し
台
・
調
理
器
具
清
掃

洗
面
台
の
清
掃

手
す
り
拭
き
掃
除

ゴ
ミ
箱
清
掃

定期清掃
備
品
の
除
塵

窓
ガ
ラ
ス
両
面
・
サ
ッ

シ
清
掃

分
煙
器
の
フ
ィ

ル
タ
ー

交
換

壁
・
フ
ー

ド
・
レ
ン
ジ
清
掃

金
属
部
分
の
拭
き
上
げ

ド
ア
の
拭
き
掃
除

日常清掃
衛
生
陶
器
の
洗
浄
・
汚
物
処
理

紙
屑
処
理
・
ゴ
ミ
分
別
処
理

２Ｆ

1Y＝1年に1回実施
1W＝週に1回実施
6M＝半年に1回実施
研＝研修開催期間は毎日実施
1M＝月に1回実施
毎＝毎日実施

拾
い
掃
き

床
洗
浄
ワ
ッ

ク
ス
掛
け

カ
ー

ペ
ッ

ト
洗
浄

磁
器
質
タ
イ
ル
洗
浄

換
気
扇
掃
除

脱
衣
棚
水
拭
き

利
用
者
用
清
掃
用
具
の
清
掃

床
面
掃
き
掃
除

１Ｆ

マ
ッ

ト
の
清
掃

灰
皿
清
掃

浴
槽
及
び
浴
室
内
の
洗
浄

テニスコート

駐車場

３Ｆ

大教室

厚生棟

研修棟
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宿泊室清掃業務の内容 

 

１．概要 

 

宿泊室清掃業務とは、指定の宿泊室の清掃に関する業務を指し、業務の実施に

当っては、良好な環境衛生の維持と建材の保全に努めるとともに、労働安全衛生

法等関係法令を遵守して安全管理に万全を期すものとする。 

 

２．対象・年間清掃予定数 

 

宿泊室（シングル用）   9.45 ㎡  1200室程度 

宿泊室（ツイン用）     18.9 ㎡   550室程度 

宿泊室（身体障害者用） 31.1 ㎡     2室程度 

宿泊室（講師用）       15.9 ㎡    140室程度 

 

３．業務内容等 

 

（１）基本原則 

ア 清掃箇所の各材質の特性を十分検討の上、最適の清掃材料（用具、資材等）

を使用して業務を行うものとする。 

 

イ 作業員は厳選し、十分指導の上業務を行うものとする。 

 

ウ 貸与した鍵は厳重に管理し、業務を遂行するために必要な時間と場所に限

って使用すること。 

 

エ 用水・電力は、効率的に使用すること。 

 

（２）業務日・時間 

退去後、次の者が入居するまでの間で適宜実施すること。 

 

（３）業務内容 

ア 民間事業者は、センターの指示に基づき、宿泊者が退去し空室になった部

屋を清掃する。 

イ 作業内容については別紙５－１「宿泊室清掃作業要領」による。 

ウ 塵芥処理：宿泊室内に残存したゴミは、分別収集した上で、センター指定

の場へ搬出し、所定の容器に集積するものとする。 

エ 民間事業者は、当該作業終了後、別紙３－１「業務日誌（宿泊室清掃）」

に作業内容を記載すること。 

 

（４）業務上の注意 

ア 民間事業者は、善良なる管理者の注意をもって作業を行うこと。 

イ 建物・設備等に損害を与えた場合は、センター職員に速やかに報告すると

別紙５ 
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ともに、作業員の故意または過失による場合は、民間事業者において原状回

復等その責を負うものとする。 

 

４．作業員の管理 

 

（１）民間事業者は、作業規律の維持および衛生に留意するとともに、作業員に清

潔な作業服を着用させ、民間事業者の従業員であることを示す証明書を携行さ

せるものとする。 

 

（２）民間事業者は、作業員には、礼儀正しく他人に不快の感をあたえることのな

いよう指導すること。 

 

５．その他 

 

業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、センターと民間事業者の間で協議す

るものとする。 
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宿泊室清掃作業要領 

面積（㎡） 

１人用 9.45㎡ 
２人用 18.9㎡ 
身体障害者用 31.1㎡ 
研修講師用 15.9㎡ 

設備（１人用・２人用共通） 
机、椅子、窓用カーテン、照明器具、ベッド、寝
具、扇風機、タオルラック、ロッカー、ゴミ箱 

設備（２人用のみ） ベッドカーテン 

設備（身体障害者用） 
ロッカー、椅子、窓用カーテン、ベッド、寝具、
照明器具、ゴミ箱、バス、トイレ 

設備（研修講師用） 

照明器具、電話、電話台、机、椅子、窓用カーテ
ン、ゴミ箱、テレビ、テレビ台、タオルラック、
ロッカー、冷暖房設備、ヘアードライヤー、ティ
ーサーバー、茶櫃セット、バス、トイレ 

玄関周り 入口ドア 

具体的な実施方法は、民間事業者の創意
工夫により提案 

居室 

机 

椅子 

照明器具 

ベッド 

寝具 

扇風機 

タオルラック 

ロッカー 

ゴミ箱 

窓用カーテン 

ベッドカーテン 

電話・電話台 

テレビ 

テレビ台 

冷暖房設備 

ヘアードライヤー 

ティーサーバー 

茶櫃セット 

バス・トイレ 

バスタブ 

洗面台 

床 

内壁等 

照明器具・鏡 

便器 

配水管・排水口 

天井換気扇 

窓ガラス・網戸  

壁  

床 ビニール床シート 
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（参考）従来より実施している宿泊室清掃作業要領 

玄関周り 入口ドア 水拭き 

居室 

机 
引き出し内部の点検、清掃、天板ほかの

水拭き 

椅子 水拭き 

照明器具 蛍光灯等の点灯確認交換、水拭き 

ベッド 除塵 

寝具 マット、毛布、枕等の点検 

扇風機 水拭き 

タオルラック 水拭き 

ロッカー 水拭き 

ゴミ箱 ゴミ収集・分別 

窓用カーテン 破れ等の点検 

ベッドカーテン 破れ等の点検 

電話・電話台 水拭き 

テレビ 除塵および水拭き 

テレビ台 水拭き 

冷暖房設備 フィルターの除塵 

ヘアードライヤー  

ティーサーバー 水拭きおよび中性洗剤による洗浄 

茶櫃セット 水拭きおよび中性洗剤による洗浄 

バス・トイレ 

バスタブ 中性洗剤で洗浄、必要に応じて水垢、カ

ビ等の汚れ落し、髪の毛等除去等 洗面台 

床 

内壁等 

配水管・排水口 

便器 薬液その他で洗浄、除菌 

照明器具・鏡 水拭き 

天井換気扇 目詰まり除去・紙フィルター交換 

窓ガラス・網戸  
目立った汚れがある場合は洗剤で拭き上

げ 

壁  
目立った汚れがある場合は洗剤で拭き上

げ 

床 ビニール床シート 
掃除機で除塵、目立った汚れがある場合

は洗剤で拭き上げ 

※清掃の際に異常を発見した場合は、速やかにセンター職員に報告すること。 
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 厨房清掃業務の内容  

 

１．業務の目的 

 

厨房清掃業務とは、厚生労働省策定の「食品等事業者が実施すべき管理運営基

準に関する指針（ガイドライン）」及び「福島県食品衛生法施行条例」に基づき、

下記の要領により厨房施設内外の衛生環境を清潔に保つことを指し、食中毒等の

病気の発生及び厨房内に害虫・鼠族類が棲息することを防止するものとする。 

 

２．作業内容 

 

（１）日常清掃等については、『福島県食品衛生法施行条例』別表第１（第２条関

係）の管理運営基準に則り、適切に行うこと。 

 

（２）鼠及び昆虫対策として、厨房内外一斉に薬剤散布（噴霧）を年２回行うこと。 

 

（３）薬剤の散布は、薬事法に定められた医薬品または医薬部外品を用いること。 

 

（４）薬剤散布の一定期間後、トラップ等を用いた目視点検をすることで作業の完

了を確認すること。 

 

３．作業時期 

 

  薬剤散布については、年内を通して最も効果的な時期を選んで実施すること。 

 

４．報告関係 

 

鼠及び昆虫等の防除作業を実施した場合は、作業実施後に業務実施状況報告書 

（任意様式）を提出すること。 

 

５．その他 

 

  業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、センターと民間事業者の間で協議す

るも 

のとする。 
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一般ゴミの保管・搬出業務の内容 

 

１．概要 

 

一般ゴミの保管・搬出業務は、センターにおいて生じる一般ゴミの分別収集・

保管・搬出を指し、常に安全で衛生的な住環境を維持するため、次に定める業務

を実施するものとする。 

 

２．業務内容等 

 

（１）基本原則 

ア 業務にあたって使用する機材、器具、諸材料等については、適性良質なも

のを使用すること。 

イ 業務に使用する機材、器具及び諸材料は特に定めのない限りセンターの負

担とし、使用する水、電気等もセンターが負担する。ただし、業務遂行上セ

ンターが通常用意すべき物品以外の物が必要な場合は、民間事業者において

用意するものとする。 

 

（２）業務日 

ア 定期収集（センター指定コンテナへ搬出） 

可燃ゴミ：原則として週１回 

不燃ゴミ：原則として月１回 

資源ゴミ：原則として月１回 

イ 臨時収集 

一時多量ゴミ、大型ゴミ等については、センター一括で収集するため、

収集日については事前に確認すること。（費用はセンター負担） 

 

（３）作業完了確認 

上記作業完了後、速やかにセンター職員の確認を受けること。 

 

（４）注意事項： 

ア 作業にあたっては、関係法令等を遵守し、事前にセンター職員と十分に協

議すること。 

イ 作業の実施にあたっては、研修施設の業務及び利用者の生活に支障を来さ

ぬよう配慮すること。 

ウ 作業中の安全対策については、万全を期し、細心の注意を払うこと。 

エ 施設等に損害を与えぬよう注意すること。 

 

３．その他 

 

業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、センターと民間事業者の間で協議す

るものとする。 
 

別紙７ 
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別紙８

浴室用ボイラー及びガス給湯器日常点検等の内容

１ 概要

浴室用ボイラー及びガス給湯器日常点検業務とは、研修施設厚生棟の大

浴室、小浴室及び研修棟の身体障害者用宿泊室浴室用に機械室に設置され

た浴室用ボイラー及び講師宿泊室のユニットバス（４室）用に機械室に設

置されたガス給湯器（２台）の日常の操作及び点検に関する業務を指す。

２ 業務項目

（１）ボイラー日常点検

ア 業務内容

① ボイラーの稼働及び稼働状況の確認

② 温度の調整監視及び配管系統の保守

③ 給湯循環ポンプの運転監視

④ 安全装置及び給水装置の機能監視

⑤ 水面計、過熱サーモ、圧力計等諸機器の監視

⑥ 燃料(灯油)の残量を確認

※注意事項

・浴室等の給湯設備【給湯ﾎﾞｲﾗｰ・膨張ﾀﾝｸ・給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟ・貯湯ﾀ

ﾝｸ・濾過機】はタイマーにより自動運転（15:30～23:00)

・浴槽内の滅菌用として「次亜塩素酸ナトリウム」を使用しており、

専用タンク内の溶液残量を確認し、少ない場合は補充する。

イ 作業時期、頻度、条件等

・研修初日から研修最終日前日までの毎日。現状年間１２０回程度。

・ボイラー稼働中は、勤務中は逐次点検する。(ボイラーの燃焼状

況、浴槽の温度等)

（２）ボイラー定期点検

ア 業務内容

① 缶体燃料室内部洗浄及び点検

② 補給水ストレーナー清掃

③ 制御機器点検

④ バーナーファン・スクロール清掃

⑤ オイルポンプ・ノズルユニット分解清掃

⑥ オイルストレーナー清掃

⑦ 油圧測定

⑧ 排ガス測定

⑨ ダンパー調整

⑩ 各部油漏れ点検
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⑪ 各安全装置点検

⑫ バーナー運転動作確認

⑬ 感震器作動点検

⑭ 各インターロック点検

⑮ 使用圧力点検

※上記検査の点検記録の作成及び保存

イ 作業時期、頻度、条件等

・年間１回実施。

（３）ガス給湯器

講師宿泊室のユニットバス（４室）用に機械室に設置されたガス給湯

器（２台）の日常の操作及び点検に関する業務。

ア 業務内容

① メインコントローラに表示されるランプにより正常に作動して

いることを確認する。

② 温度設定が適正かどうか、各ユニットバス内において確認する。

③ ガス漏れ確認

（ア）検知機確認

（イ）異臭時の元栓締め

イ 作業時期、頻度、条件等

・利用者が入室する前。現状年間１２０回程度。(その都度)

・館内停電時(要リセット)。

・ガス漏れ確認は随時。

３ 仕様等

（１）ボイラー

設備区分 設備名称 設置数 仕 様

ヒータ型式 製造番号 製造年月日

ボイラー 真空ヒーター 1 ＳＶ－４００２ ２０８１ １９９４年９月

Ｋ－３

（２）ガス給湯器

設備区分 設備名称 設置数 仕 様

ガス給湯器 瞬間ガス湯沸器 ２ ３２号ＴＯＴＯ ＲＧＨ３２ＦＢＶＢ
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別紙９

浴室用ボイラー非常時対応の内容

１ 概要
浴室用ボイラー非常時対応業務とは、研修施設厚生棟の大浴室、小浴室及び研修
棟の身体障害者用宿泊室浴室用に機械室に設置された浴室用ボイラーの故障等の非
常時に関する業務を指す。

２ 業務項目
（１）業務内容
浴室用ボイラーの故障等による非常時に速やかにセンター職員へ連絡し、修理

等に立会い故障箇所、状況等の説明、修理確認を行う。
【(例)ボイラー不着火によるバーナー停止、出湯温度が上がらない、循環ポンプ
が作動しないなど】

（２）作業時期、頻度、条件等

非常時のみ。現状年間５回程度。

３ 仕様等
「別紙８」のとおり
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別紙１０

浴槽水水質検査業務の内容

１ 概要
浴槽水水質検査業務とは、センター研修施設厚生棟の大浴室、小浴室の浴槽水水
質検査に関する業務を指す。

２ 業務項目
（１）浴槽水水質検査（一般）

ア 業務内容
①公衆浴場水質試験(現行は専門業者に委託)

②理化学的試験[濁度・ＰＨ値・過マンガン酸カリウム消費量]
③細菌学的試験[大腸菌群]
イ 作業時期、頻度、条件等
・１回／年 各浴槽毎

（２）レジオネラ検査
ア 業務内容
・浴槽水レジオネラ属菌検査
イ 作業時期、頻度、条件等

・１回／年 各浴槽毎
（３）点検記録作成及び保存
前記ア及びイの点検記録の作成及び保存
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別紙１１

水道関連施設保守管理（その他）業務の内容

１ 概要

水道関連施設保守管理（その他）業務とは、研修施設の水道関連施設保

守管理業務のうち、日常点検業務を除く非常時対応、水道設備検査及び貯

水槽高圧滅菌清掃業務を指す。

研修施設に配置されている水道設備機器の機能を常に最良の状態に保

ち、異常若しくは異常の予知兆候を察知した場合は、適切な処置を行い、

設備の耐久化を図り、施設の安全と衛生環境を確保するように努めるもの

とする。

２ 業務項目

（１）非常時対応

ア 業務内容

漏水発生等非常時の対応、センター職員への連絡及び立会い確認。

イ 作業時期、頻度、条件等

非常時。現状年間５回程度。

（２）簡易専用水道法定検査

業務内容、作業時期、頻度、条件等は下表のとおり。

根拠法 設備名称 設備仕様 管理項目 実施周期 管理区分

水道法 受水槽 ・槽数 １．外観検査 年に１回 法定点検

水道法施 １槽 ア．水槽周囲の状態

行規則 イ．水槽本体の状態

・容量 ウ．水槽上部の状態

１５ｍ３ エ．水槽内部の状態

オ．マンホールの状態

・形状 カ．オーバーフロー管の状態

告示式 キ．通気管の状態

ク．水抜管の状態

・設置場所 ケ．給水管等の状態

屋内・地上型

（機械室） ２．水質検査

ア．臭気

・材質 イ．味

ＦＲＰ ウ．色

エ．色度

オ．濁度

カ．残留塩素

３．書類検査
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ア．設備書類

イ．掃除記録

ウ．水質検査記録

※上記検査の点検記録の作成、保

存

（３） 貯水槽高圧滅菌清掃

業務内容、作業時期、頻度、条件等は下表のとおり。

根拠法令 設備名称 設備仕様 管 理 項 目 実施周期 管理区分

水道法 受水槽 ・槽数 １．構造検査 年に１回 定期点検

水道法施 １槽 ア．水槽周囲の状態

行規則 イ．水槽本体の状態

・容量 ウ．水槽上部の状態

１５ｍ３ エ．水槽内部の状態

オ．マンホールの状態

・形状 カ．オーバーフロー管の状態

告示式・屋内 キ．通気管の状態

・地上型 ク．水抜管の状態

ケ．給水管等の状態

・設置場所

機械室 ２．維持管理

ア．沈殿物、異物の確認

・材質 イ．電極棒、腐食状況の確認

ＦＲＰ ウ．満減水警報装置の作動状況

エ．ボールタップの状況

オ．給水ポンプの状況

３．槽内清掃

４．水質検査

ア．一般細菌

イ．大腸菌

ウ．塩化物イオン

エ．有機物

オ．ＰＨ値

カ．味

キ．臭気

ク．色度

ケ．濁度
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別紙１２

電気設備点検業務の内容

１ 概要
電気設備点検業務とは、研修施設の管理業務のうち、研修施設内の分電盤、壁掛時
計、放送設備その他弱電設備の日常点検及び非常時対応業務を指す。
研修施設に配置されている電気設備機器の機能を常に最良の状態に保ち、異常若し

くは異常の予知兆候を察知した場合は、適切な処置を行い、設備の耐久化を図り、施
設の安全と衛生環境を確保するように努めるものとする。

２ 業務項目

（１）日常点検
ア 業務内容
研修施設内の分電盤のブレーカー確認。壁掛時計、放送設備その他弱電設備
の点検、動作確認。

イ 作業時期、頻度、条件等
勤務時毎日。現状年間２４５回程度。

（２）非常時対応（連絡・対応）
ア 業務内容

漏電発生等非常時の対応、センター職員への連絡及び立会い確認。
イ 作業時期、頻度、条件等
非常時。現状年間５回程度。
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別紙１３

冷暖房装置及び温度管理業務の内容

１ 概要

冷暖房装置及び温度管理業務とは、研修施設の管理業務のうち、冷暖房

装置（暖房用ボイラー、ファンコンベクター及びクーラー）の保守点検、

非常時対応及び換気等による温度管理業務を指す。研修施設に配置されて

いる設備機器の機能を常に最良の状態に保ち、異常若しくは異常の予知兆

候を察知した場合は、適切な処置を行い、設備の耐久化を図り、施設の安

全と衛生環境を確保するように努めるものとする。

２ 業務項目

（１）暖房用ボイラー日常点検等

ア 暖房用ボイラー（日常点検）

機械室に設置された暖房用ボイラーの日常操作及び点検。

① 業務内容

（ア） ボイラーの稼働及び稼働状況の確認

（イ） 温度の調整監視及び配管系統の保守

（ウ） 給湯循環ポンプの運転監視

（エ） 安全装置及び給水装置の機能監視

（オ） 水面計、過熱サーモ、圧力計等諸機器の監視

（カ） 燃料(灯油)残量の確認

② 作業時期、頻度、条件等

・冬季（１１月～３月末）研修受け入れ時毎日少なくとも朝・夕(２

回)実施。タイマーによる自動運転（５：００～翌１：００）。

現状年間５１×２回程度。

・ボイラー稼働中は、勤務中は逐次点検する。(ボイラーの燃焼状

況等)

イ ボイラー定期点検

① 業務内容

（ア） 缶体燃料室内部洗浄及び点検

（イ） 補給水ストレーナー清掃

（ウ） 制御機器点検

（エ） バーナーファン・スクロール清掃

（オ） オイルポンプ・ノズルユニット分解清掃

（カ） オイルストレーナー清掃

（キ） 油圧測定

（ケ） 排ガス測定

（コ） ダンパー調整
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（サ） 各部油漏れ点検

（シ） 各安全装置点検

（ス） バーナー運転動作確認

（セ） 感震器作動点検

（ソ） 各インターロック点検

（タ） 使用圧力点検

※上記検査の点検記録の作成及び保存

② 作業時期、頻度、条件等

・年間１回実施。

（２）暖房用ボイラー非常時対応

ア 業務内容

暖房用ボイラーの故障等による非常時に速やかにセンター職員に連

絡し、修理等に立会い、故障箇所、状況等の説明及び修理確認を行う。

イ 作業時期、頻度、条件等

非常時。現状年間５回程度。

（３）ファンコンベクター点検

ア ファンコンベクター日常点検

① 業務内容

（ア） 研修生宿泊室のファンコンベクター（６２台）の入室前操

作及び確認

（イ） その他のファンコンベクター（４１台：第１教室６、第２

教室６、ビジネスルーム２、講師控え室３、教養室４、２階

集会室２、３階集会室２、食堂７、事務室２、玄関ホール６、

印刷室１）の操作及び稼動状況の確認

② 作業時期、頻度、条件等

（ア） 冬季（１１月～３月末）利用者入室前。現状年間２０回程

度。

（イ） 冬季（１１月～３月末）研修受け入れ時毎日朝及び夕方１

回ずつ実施。現状年間１００回程度。

イ ファンコンベクター定期点検

① 業務内容

（ア） 総合外観点検（破損、腐食、つまり、汚損、漏水の有無）

（イ） 運転状況点検及び調整（異音、異臭、異常振動の有無）

（ウ） エアレーターの清掃

（エ） その他付属機器の点検・整備

※交換及び修理費についてはセンター負担とする。

② 作業時期、頻度、条件等

年間２回定期点検。

（４）クーラー点検及び換気

ア 業務内容
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① 教室（第１、第２）、ビジネスルーム、図書室、事務室のクー

ラー操作及び稼動状況の確認。

② 換気のため宿泊室を除く全ての窓の開閉。

③ 教室（第１、第２）、の換気扇のオン、オフ。

イ 作業時期、頻度、条件等

① ７月２０日頃から８月３１日頃までの研修受け入れ時毎日。現

状年間２１×２回程度。

② 随時開、閉（天候に左右される）。現状年間１５０×２回程度

③ 研修受け入れ時毎日。１６４×２回程度

３ 仕様等

（１）ボイラー

設備区分 設備名称 設置数 仕 様

ヒータ型式 製造番号 製造年月日

ボイラー 真空ヒーター 1 ＳＶ－４００２ ２０６６ １９９４年
Ｋ－Ｈ １０月

（２）ファンコンベクター

「別紙１０－１」のとおり

（３）クーラー

設備区分 設備名称 設置場所 設置数 仕 様

クーラー パッケージ型空気 研修棟１階第 ６ 三菱 ＰＬ－４０ＳＧＫＥ－

調和器（冷房） １教室 ＳＴ

研修棟１階第 ４ 三菱 ＰＬ－３５ＳＧＫＥ－

２教室 ＳＴ

研修棟１階教 ２ 三菱 ＰＬ－３５ＳＧＫＥ－

材室 ＳＴ

研修棟１階講 ２ 三菱 ＰＬ－４０ＳＧＫＥ－

師控室 ＳＴ

厚生棟講師宿 ４ 三菱 ＰＬＨ－５０ＳＧＫＨ

泊室 Ｆ－ＳＴ

厚生棟講師談 １ 三菱 ＰＬＨ－５０ＳＧＫＦ

話室 －ＳＴ

パッケージ型空気 研修棟１階ビ １ ダイキン Ｒ４１０Ａ

調和器（冷暖房） ジネスルーム

マルチ型空気調和 研修棟１階図 １ シャープ ＡＹ－Ｌ４０６Ｖ

器（冷暖房） 書室 １ シャープ ＡＵ－Ｌ４０６Ｖ

Ｙ
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別紙１３－１

形　式 型　式 電　力 台　数
ＤＦＶ－６０ＳＦＤ－１ 6
ＤＦＶ－６０ＳＦＤ－２ 6
ＤＦＶ－６０ＳＦＤ－１ 2
ＤＦＶ－８０ＳＦＤ－２ ６５Ｗ 2
ＤＦＶ－４５ＳＦＤ－１ ４３Ｗ 3
ＤＦＶ－６０ＳＦＤ－２ ４４Ｗ 2

天井カセット形 ＤＦＶ－３ＰＷ ６４Ｗ 1
ＤＦＶ－４５ＬＳＦ ３６Ｗ 1
ＤＦＶ－６０ＬＳＦ ５７Ｗ 4

床置形 ＤＦＶ－４５ＳＦＤ－１ ４３Ｗ 2
天井カセット形 ＤＦＶ－３ＰＷ ６４Ｗ 6

1
7

ＤＦＶ－８０ＳＦＤ－２ 1
ＤＦＶ－８０ＳＦＤ－１ 1
ＤＦＶ－４５ＳＦＤ－１ ４３Ｗ 20

ローボイ形 ＤＦＶ－６０ＬＳＦ ５７Ｗ 2
1
4
1
2
1
1

ＤＦＶ－６０ＳＦＤ－１ ４４Ｗ 1
ＤＦＶ－４５ＳＦＤ－１ ４３Ｗ 5
ＤＦＶ－６０ＳＦＤ－１ ４４Ｗ 1

11
2

ＤＦＶ－６０ＬＳＦ ５７Ｗ 2
ＤＦＶ－８０ＬＳＦ ５４Ｗ 7

合　　計 106

ＤＦＶ－８０ＳＦＤ－１

ＤＦＶ－８０ＳＦＤ－１

ＤＦＶ－８０ＳＦＤ－２

ＤＦＶ－４５ＳＦＤ－１

４４Ｗ

５６Ｗ

５６Ｗ

４３Ｗ

床置形

ローボイ形

ローボイ形

床置形

床置形
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別紙１４

浄化槽維持管理業務の内容

１ 概要

浄化槽維持管理業務とは、研修施設の管理・運営業務のうち、浄化槽施

設の維持、管理及び点検に関する業務を指す。研修施設に配置されている

設備機器の機能を常に最良の状態に保ち、異常若しくは異常の予知兆候を

察知した場合は、適切な処置を行い、設備器機の耐久化を図り、研修施設

の安全と衛生環境を確保するように努めるものとする。

２ 業務の内容、作業時期、頻度、条件等

浄化槽法及び同法施行規則に従い下記のとおり実施。

根拠法令 管 理 項 目 実施周期 管理区分

浄化槽法 １．砂溜及びスクリ－ンの砂泥雑物の除去清掃 ３ヶ月に 法定点検

施行規則 ２．破砕機 １回

ア．運転作業状況の点検調整及び清掃

イ．グリ－スの充鎮

３．接触ばっき槽

ア．送風機運転状況・風圧点検・オイルグリ－ス交換補充

イ．エアレ－タ－の作業状況・点検整備

ウ．還流状況の確認修正

エ．消泡ノズルの散水状況の点検修正

オ．電流計の点検

カ．接触ろ材の状況確認

キ．活性汚泥の性状・色・臭気の点検調整

ク．水温・ＰＨその他必要な測定

ケ．槽内外の清掃

４．沈澱池

ア．沈澱状況の点検

イ．スカムの発生状況の点検及び除去

ウ．スカム吸引装置の点検

エ．エアリフトポンプの点検

オ．返送汚泥量の調整

５．消毒室

ア．透視度の測定

イ．滅菌器の点検

６．ポンプ槽

ア．ポンプの点検修正

イ．電流計のチェック

ウ．レベルスイッチ及びフロ－トスイッチの点検

７．各操作盤の点検
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８．沈澱分離槽の汚泥引抜き時期の判定・汚泥引抜きの実施

９．駆動装置又はポンプ設備の作動状況の点検及び消毒剤の補給

浄化槽法 １．浄化槽法第１１条検査 年１回

ア．浄化槽機能確認

イ．保守点検及び清掃管理関係の記録書類確認

３ 設備仕様

（１）型式

カヤバ ＫＨＰ３ＴＢ 接触ばっ気方式（合併処理）

（２）規模

９０人槽

１８㎥／日８５％３０ｍｇ／ℓ
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別紙１５

消防設備の点検業務の内容

１ 概要
消防設備の点検業務とは、研修施設の管理・運営業務のうち、消防設備機器の保
守点検業務を指す。研修施設に配置されている設備機器の機能を常に最良の状態に
保ち、異常若しくは異常の予知兆候を察知した場合は、適切な処置を行い、設備器

機の耐久化を図り、研修施設の安全を確保するように努めるものとする。

２ 業務項目
（１）消防設備総合点検

ア 業務内容
消防法、建築基準法に従い実施し、消防署へ報告する。
※消火器、部品交換及び修理費については、センター負担とする。

イ 作業時期、頻度、条件等

現状年間１回法定点検。消防署への報告は３年に一度（次回は平成２５年５
月）。

（２）消防設備外観機能点検
ア 業務内容

消防法、建築基準法に従い実施。
イ 作業時期、頻度、条件等
現状年間２回法定点検

３ 消火器具等点検対象器具
「別紙１５－１～４」のとおり
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別紙１５－１

消火器具等点検対象機具等一覧

設置NO. 品　名 製造元 製造年月
1 玄関自販機コーナー ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
2 東側廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
3 東側廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
4 西側廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
5 西側教養室 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
6 機械室 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
7 機械室 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
8 機械室 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
9 機械室 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
10 電気室 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
11 浴室入口 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
12 食堂 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
13 厨房 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
14 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
15 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
16 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
17 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
18 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
19 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
20 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
21 廊下 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
22 地下タンク用 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
23 地下タンク用 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
24 ＬＰＧ庫用 ＰＡＮ－２０ＳＰＥ ＡＢＣ粉末 ６．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
25 ＬＰＧ庫用 ＰＡＮ－２０ＳＰＥ ＡＢＣ粉末 ６．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
26 館内 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
27 館内 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
28 館内 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年
29 館内 ＰＡＮ－１０Ｆ ＡＢＣ粉末 ３．０Ｋｇ 日本ドライケミカル ２００５年

１階

２階

３階

屋外

薬剤名及び量

消火器具（消火器）

設置場所

研修棟

大教室 １階

厚生棟

研修棟
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別紙１５－２

消火器具等点検対象機具等一覧

自動火災報知設備

ＧＰ型１級 受第１～４号

外形

表示

端子電圧

設置場所

外形

警戒区域の表示装置

電圧計

ヒューズ類

接地

１３／２０

ＦＫＰＧ１７８－Ｊ６Ｓ－２５／４０Ｌ

Ｎｉ－Ｃｄ蓄電池

１．２ＡＨ／５ＨＲ　’９４

ＤＣ　ダイオード灯　Ｖ

事務室

ＧＰ型１級２０回線

受　信　機

受信機
ＤＣ　ダイオード灯　Ｖ

０．１、０．５、１、３Ａ

第３種

予備電源
非常電源

点検設備名

製造者名

型　　式

能美防災（株）
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別紙１５－３

消火器具等点検対象機具等一覧

差動式分布型
（空気管式）

作動式
スポット型

低温式
スポット型

煙式スポット型
（光電式非蓄積）

1 第１教室、教養室（他） 13 2 1 1 1
2 ロビー 3
3 事務室、第２教室 11 2 2 1 1
4 1
5 西側宿泊室 12 1 1 1
6 東側宿泊室 18 1 1 1 1
7 ホール（他） 5 4 2
8 西側宿泊室 12 1 1 1
9 東側宿泊室 18 1 1 1 1
10 ホール 6 4 2
11 電気室、機械室 9 11 3 3 2
12 食堂厨房 7 2 1 1
13 大教室 館内 10 4 2 2

合　計 10 115 27 19 12 10

空気管長（m） 送気（cc） 作動（秒） 継続（秒）
13 館内 398445 65 3 3 26
13 館内 398450 61 2 2 24
13 館内 402293 74 2 2 26
13 館内 402297 76 2 2 24
13 館内 398446 66 2 2 24
13 館内 398447 62 2 2 16
13 館内 402291 75 3 3 25
13 館内 402294 70 2 2 26
13 館内 400645 78 2 2 26
13 館内 402292 65 2 2 25

設置NO.

設　置　場　所
感　知　器

差動式分布型（空気管式）
製造番号

研修棟

感　知　器

地区音響装置

設　置　場　所

大教室 １階

研修棟 １階

２階

発信機(P-1級)
(表示灯30V2W)

感知器・地区音響装置・発信機

階段

設置NO.

厚生棟
１階

３階
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別紙１５－４
消火器具等点検対象機具等一覧

避難口誘導灯 避難口誘導標識 廊下誘導標識

1 １階 研修棟 4 4
2 ２階 研修棟 3 8
3 ３階 研修棟 3 6
4 １階 厚生棟 4 3
5 １階 大教室 5

5 14 21

開閉器・遮断器 絶縁抵抗 断熱保護
1 １階 研修棟 図書室奥 ＮＦＢ－２０Ａ 常用１００ＭΩ 警報回路
2 １階 大教室 玄関 ＮＦＢ－２０Ａ 常用１００ＭΩ

電気錠
1 １階 大教室 階段口 1
2 ２階 大教室 階段口 1
3 ３階 大教室 階段口 1
4 １階 厚生棟 渡り廊下 1

4

９４年

製造者名
防排煙設備（防火戸）

1
1

１１０９

回線数 ４／１０

点検設備名

製造年

5

設置NO. 設　置　場　所

２４Ｖ　１０．５Ａ
防排煙設備付属機器

合　計

1

ＦＫＰＧ１７８

設置NO.
配　線

0

配線点検

設　置　場　所

能美防災（株）

誘導灯及び誘導標識

設置場所
設置NO.

誘導灯及び誘導標識

2

予備電源容量

光電式スポット型感知器

合　計

防排煙設備

連動操作盤型名
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別紙１６

ボイラー地下タンクの清掃等業務の内容

１ 概要

ボイラー地下タンクの清掃等業務とは、研修施設の管理・運営業務のう

ち、浴室用ボイラー及び暖房用ボイラーの２設備に灯油を供給する地下タ

ンクに関する清掃及び漏洩検査に関する業務を指す。

２ 業務項目

（１）清掃

消防法、危険物の規制に関する規則に従いタンク内の清掃を実施。

業務内容、作業時期、頻度、条件等は下表のとおり。

根拠法 設備名称 設備仕様 管理項目 実施周期 管理区分

消防法、危 地下式貯 ・製造所等区分 タンク内清掃 ３年に１回 定期実施

険物の規制 蔵タンク 危険物地下タン （１） 構造点検

に関する規 ク貯蔵所 ア．タンク本体

則 イ．タンク内壁面

・危険物種別 ウ．タンク据付状況

第四類 第二石 エ．溶接線

油類 オ．マンホール取付部

カ．ボルト、ナット類

・品名、貯蔵数 キ．配管取付部

量 ク．パッキン類

灯油、5,000㍑ ケ．弁類・油面計作動状況

・タンク種類 （２）清掃作業

鋼製一重殻タン ア．マンホール脱着作業

ク イ．残油、スラッチの抜き取り

作業

ウ．槽内部ケレン作業

エ．オイルフラッシング作業

オ．槽内部ウエス拭き作業

カ．良油戻し作業

（２）漏洩検査

ア 気相部漏洩検査

・微減圧法により３年に１回実施。消防法、危険物の規制に関する

規則に基づく法定検査、点検記録の作成及び保存が必要。

イ 液相部漏洩検査

・３年に１回実施。消防法、危険物の規制に関する規則に基づく法

定検査、点検記録の作成及び保存が必要。
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別紙１７

建築物及び付属設備の点検の内容

１ 概要

建築物及び付属設備の点検業務とは、研修施設の建築部分及び建築付属設備の状態

についての日常点検・保守及び臨時点検・保守に関する業務を指す。

２ 業務項目

（１）日常点検の範囲

ア 点検の範囲は下記別表による。

イ 定められた範囲以外であっても、異常を発見した場合にはセンター職員に報告す

る。

（２）日常保守の範囲

ア 汚れ、詰まり、付着等がある部分又は点検範囲の清掃。

イ 取り付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整。

ウ ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増し締め。

エ 接触部分、回転部分等への注油。

オ 保守で生じた廃棄物処理。

（３）点検・保守の記録及び報告

点検・保守の業務における業務日誌を作成し、センター職員へ報告する。

（４）臨時点検及び保守の範囲

ア 災害発生後及び不具合箇所が生じた場合には、上記２（１）及び２（２）に準じ

点検・保守を行う。

イ 点検の結果について速やかに、センター職員へ報告する。

別表

点検項目 点検内容 周期 備考

（建築）

１．陸屋根 ①排水状態の良否の点検。 １Ｍ

②堆積物及びごみの有無を点検。 １Ｍ

③植物の有無の点検。 １Ｍ

２．ルーフドレン及び ①排水状態の良否の点検。 １Ｍ

とい ②さび及び腐食の有無の点検。 １Ｍ

③破損及び漏水の有無の点検。 １Ｍ

３．外壁 仕上げ材の異常の有無の点検。 ３Ｍ

４．屋外階段 ①排水状態の良否の点検。 ３Ｍ

②通行の妨げになる物品の有無の点検。 ３Ｍ

５．建具

１）扉枠及びシャッ ①建具及びその周囲からの漏水の有無の点検。 ３Ｍ

ター ②異常音の有無の点検。 ３Ｍ

③施錠状況の良否の点検。 ３Ｍ

④ガラス部分の傷、破損等の有無の点検。 ３Ｍ
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⑤避難扉及びシャッターの開閉の妨げになる障 １Ｄ

害物の有無の点検。

２）窓及び枠 ①建具及びその周囲からの漏水の有無の点検。 ３Ｍ

②異常音の有無の点検。 ３Ｍ

③施錠状況の良否の点検。 ３Ｍ

④有害な影響を与える結露の有無の点検。 ３Ｍ

⑤開閉動作状況の良否の点検。 ３Ｍ

⑥ガラスの傷及びひび割れの有無の点検。 ３Ｍ

６．エキスパンション 建物間の隙間の変位追従状態の点検。 ３Ｍ

ジョイント金物

（電気設備）

１．照明器具 点灯状態の確認。 １Ｍ

２．分電盤、照明制御 ①異常なうなり音の有無の確認。 １Ｍ

盤等 ②各開閉器等の開閉状態の点検。 １Ｍ

③ブレーカーの作動状況確認。 １Ｍ

３．その他 コンセントの状態の良否の確認。 １Ｍ

（給排水衛生機器）

１．水槽

１）飲料用水槽 ①マンホール蓋の異常の有無及び施錠状態の確 １Ｍ

認。

②内部の状況及び水位の確認。 １Ｍ

③周囲の状況及び上部の状況から汚染等を受け

る恐れがないことの確認。 １Ｍ

④本体の状態の点検。 １Ｍ

⑤オーバーフロー管の異常の有無の確認。 １Ｍ

⑥通気管の異常の有無の確認。 １Ｍ

⑦水抜き管の異常の有無の確認。 １Ｍ

⑧防虫網の異常の有無の確認。 １Ｍ

⑨警報機能の確認。 １Ｍ

２）汚水槽 ①マンホール蓋の異常の有無及び施錠の確認。 １Ｍ

②内部の状況及び水位の確認。 １Ｍ

③病害虫発生の有無の確認。 １Ｍ

２．水質の維持 外観検査（臭気、味、色、濁り）の有無の確 １Ｄ

認。
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（循環濾過装置）

１．本体 ①濾過圧力が正常であることの確認。 １Ｄ

②逆洗浄が行われていることの確認。 １Ｄ

研

２．薬注装置 ①正常に稼働していることを確認。 １Ｄ 修

②薬液が十分であることの確認。 １Ｄ 開

催

３．濾過ポンプ 正常に稼働していることを確認。 １Ｄ 期

間

４．水温及び水質の管 ①温水の温度が設定値となっていることを確 １Ｄ 中

理 認。 の

②浴槽水の汚れ、異物の有無等を確認。 １Ｄ み

５．浴槽水の換水 浴槽水の換水を行う。 １Ｄ

（オイルサービスタン

ク）

１．基礎・固定部

１）基礎及び防油堤 き裂等の有無の点検。 １Ｙ

２）架台 曲り、さび、損傷等の有無の点検。 １Ｙ

３）基礎ボルト等 基礎ボルト、取付けボルト、固定金具等の緩 １Ｙ

み、損傷等も有無の点検。

２．外観の状況 ①損傷、腐食等の有無を点検。 ３Ｍ

②漏れの有無を点検。 ３Ｍ

３．計器 ①汚れ及び損傷の有無の点検。 ３Ｍ

②正常値を示していることの確認。 ３Ｍ

③固定の良否の点検。 ３Ｍ

５．液面制御装置 フロートの浸水、損傷等の有無の点検。 １Ｙ

【ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ】

（貯湯タンク）

１．基礎・固定部

１）基礎 き裂、沈下等の有無の点検。 １Ｍ

２）架台 曲り、さび、損傷等の有無の点検。 １Ｍ

３）保温材 脱落、損傷等の有無の点検。 １Ｍ

４）基礎ボルト等 基礎ボルト、取付けボルト、固定金具等の緩 １Ｍ

み、損傷等も有無の点検。
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２．外観の状況 ①損傷、腐食等の有無の点検。 １Ｍ

②漏れの有無の点検。 １Ｍ

③蓋の取付け状態の良否及びボルトの摩耗、腐 １Ｍ

食、損傷等の有無の点検。

３．計器 ①正常値を指示していることを確認。 １Ｍ

②取付け部等の漏れの有無の点検。 １Ｍ

③汚れ及び損傷の有無の点検。 １Ｍ

４．付属管及び弁

１）逃し管 ①漏れ、汚れ、損傷、腐食等の有無の点検。 １Ｍ

②保温剤の脱落、損傷等の有無の点検。 １Ｍ

２）その他の管 漏れ、損傷、腐食等の有無の点検。 １Ｍ

３）弁 漏れ、損傷等の有無及び作動の良否の点検。 １Ｍ

（ガス設備）

１．固定部 固定金具及び固定ボルトの緩み、変形、腐食 １Ｙ

等の点検。

２．外観の状況 ①外筒の汚れの有無の点検。 １Ｙ

②さび、腐食等の有無の点検。 １Ｙ

③内筒の湯垢の付着の有無の点検。 １Ｙ

３．弁又は栓 ガス及び水漏れの有無並びに開閉の良否の点 １Ｍ

検。

４．温度調節ハンドル 弁又は栓に異常のないことを確認のうえ口火 １Ｍ

を点火し、ハンドルを調節して給湯温度が規定

の許容範囲内にあることを確認。

５．口火及びバーナー ①口火及びバーナーの点火の良否の点検。 １Ｍ

②炎の色、長さ、燃焼音等の燃焼状態の良否及 １Ｍ

びガス臭いの有無の点検。

③ノズルの詰まりの有無の点検。 １Ｙ

６．配管接続部 ①ガス及び水漏れの有無の点検。 １Ｙ

②変形、腐食、損傷等の劣化の有無の点検。 １Ｙ

（衛生器具）

１．洗面器、手洗器、 ①き裂、破損等の有無の点検。 １Ｍ

掃除流し及び台所 ②器具と排水金具、排水管、トラップ等の接続 １Ｍ

流し 部の緩み及び腐食、損傷等の有無の点検。
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③排水のひき具合及び詰まりの有無の点検。 １Ｍ

④トラップの封水の良否の点検。 １Ｍ

２．小便器及び大便器 ①き裂、破損等の有無の点検。 １Ｍ

②便器のフランジ及びボルトの緩み、損傷等の １Ｍ

有無の点検。

③洗浄管及び便器の接続部の水漏れの有無の点 １Ｍ

検。

④排水状況及び詰まりの有無の点検。 １Ｍ

⑤トラップの封水の良否及び詰まりの有無の点 １Ｍ

検。

⑥水圧及び吐水時間の適否の点検。 １Ｍ

⑦節水装置（自動洗浄）作動の良否の点検。 １Ｍ

３．シスタンク及び洗 ①タンク内の汚れ及びボールタップのピストン １Ｍ

浄弁 部の詰まりの有無の点検。

②ボールタップの作動の良否の点検。 １Ｍ

③洗浄管の詰まりの有無の点検。 １Ｍ

④弁を操作して排水状態の良否の点検。 １Ｍ

⑤弁を操作してピストン及びハンドルノブの作 １Ｍ

動の良否の点検。

⑥水圧及び吐水時間の適否の点検。 １Ｍ

（駐車場）

アスファルト舗装 ひび割れ、段差、不陸、陥没等の有無の点検。１Ｙ

※表中の周期の表記は、次による。Ｙ＝年、Ｍ＝月、Ｄ＝日

（例：１Ｙは１年に１回、３Ｍは３月に１回行う。）
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別紙１８

部屋割り等業務の内容

１ 概要
部屋割り等業務とは、研修生宿泊室（一人部屋４０室、二人部屋２０室）、身体障
害者宿泊室（１室）、講師宿泊室（４室）の部屋割りに関する業務を指す。
研修等受け入れ毎に、センター職員が事前に利用者より受理した「中央畜産研修施

設利用申込書」若しくは「宿泊申込書」の写しを元に、利用者氏名、所属団体、参加
研修会等を確認し、変更があった場合は速やかにセンター職員へ報告するとともに、
部屋割り表、部屋プレート、名札及び下駄箱札を作成し配置する。

２ 業務項目
（１）部屋割り表作成及び配置
ア 業務内容
部屋割り表を作成し、玄関ホールに設置したボードに配置する。

イ 作業時期、頻度、条件等
研修等受け入れ毎に宿泊者受け入れ前に作成。配置は前日若しくは当日朝。
現状年間６０回程度。

（２）部屋プレート作成及び配置

ア 業務内容
部屋プレートを作成し、利用予定の宿泊室に配置する。

イ 作業時期、頻度、条件等
利用者受け入れ前に作成。配置は前日若しくは当日朝。現状年間６０回程度

／２，０００名分（全宿泊者対象）作成。
（３）名札作成及び配布
ア 業務内容
研修生等の名札を作成し（現行は中央畜産技術研修会のみ）、配布する。

イ 作業時期、頻度、条件等
利用者受け入れ前に作成。配布は研修会等開始直前。現状年間２７回程度／
７００名分（中央畜産技術研修会受講生対象）作成。

（４） 下駄箱名札作成及び配置

ア 業務内容
下駄箱プレートを作成し、利用予定の下駄箱に配置する。

イ 作業時期、頻度、条件等
宿泊者受け入れ前に作成。配置は前日若しくは当日朝。現状年間６０回程度

／１，８６０名分（講師宿泊室分除く宿泊者対象）作成。

95



別紙１９

利用案内・宿泊室の鍵の受渡の内容

１ 概要
利用案内・宿泊室の鍵の受渡業務とは、研修施設利用希望者への利用案内及び利用
者への宿泊室の鍵の受け渡し業務を指す。

２ 業務項目
（１）利用案内
ア 業務内容
電話、メール等で問い合わせのあった研修施設利用希望者等に対し、利用状

況、条件等を説明し、必要であればホームページ等についても説明する。利用
受付を希望する者に対してはセンター職員へ連絡する。
センター職員は利用の可否を判断し、民間事業者は利用の可否を研修施設利
用希望者等に連絡し、利用が可能となった者に理事長宛に「中央畜産研修施設

利用申込書」（別紙１６－１）を提出するよう連絡する。なお、中央畜産技術研
修会及び受精卵移植技術指導者研修に関しては、「宿泊届」が未提出の者に対し
て提出するよう連絡する。
イ 作業時期、頻度、条件等

電話等の対応については勤務時毎日。個別研修等毎。現状年間２４５日程度。
現状年間８６回程度

（２）鍵の受け渡し
ア 業務内容

宿泊室利用者に対し、宿泊室の鍵を受け渡し、管理方法の説明を行う。
イ 作業時期、頻度、条件等
宿泊室利用者受け入れ時。現状年間２，０３５回程度。
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別紙１９－１

別 紙 平成 年 月 日

中央畜産研修施設利用申込書

独立行政法人 家畜改良センター理事長 殿

下記のとおり家畜改良センター中央畜産研修施設の利用を申し込みますので、よろし
くお願いします。

記

１．利用の目的（研修・会議等の名称）

２．利用期間

自 平成 年 月 日（ ）
至 平成 年 月 日（ ）

３．申込者所属・氏名等

所属所名

所属所住所

所属所電話番号

申込者又は申込代表者氏名 印
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別紙２０

宿泊室の点検・準備の内容

１ 概要
宿泊室の点検・準備業務とは、研修生宿泊室（一人部屋４０室、二人部屋２０室）、
身体障害者宿泊室（１室）、講師宿泊室（４室）に関する業務のうち点検、準備及び
ベッドメイキングに関する業務を指す。

２ 業務項目
（１）点検
ア 業務内容

宿泊室について利用者が退室後直ちに忘れ物がないかどうかを点検する。
イ 作業時期、頻度、条件等
退室後（通常退室時間８：４０）直ち。
現状年間６０回程度／１，９８２室（全宿泊室対象）。

（２）準備
ア 業務内容
宿泊室についてシーツ・枕カバー・毛布カバー・アッパーシーツを各部
屋に配布する。

イ 作業時期、頻度、条件等
入室前の清掃時に実施。
現状年間６０回程度／１，９８２室分（全宿泊室対象）。

（３）ベッドメイキング

ア 業務内容
講師宿泊室についてシーツ・枕カバー・毛布カバー・アッパーシーツを
寝具にセットする。
イ 作業時期、頻度、条件等

入室前の清掃時に実施。
現状年間１４８回程度。
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別紙２１

寝具等のクリーニングの内容

１ 概要

寝具等のクリーニング業務とは、宿泊室等に備え付けてあるシーツなど

を定期的に回収し、寝具等の布地に合った最適な方法によりクリーニング

を行う業務を指す。

２ 業務内容

洗浄・シミ抜き等を行う。作業対象品目は下表のとおり。

番号 区分 品 目 規 格 年間予定 設定単価 経費負担者

数

１ Ａ，Ｃ アッパーシーツ 189× 290㎝ 2,200枚 ９６円以下 全ての利用者

２ Ａ，Ｃ フラットシーツ 183× 290㎝ 2,200枚 ９６円以下

３ Ａ，Ｃ 枕カバー 50× 90㎝（封筒型） 2,200枚 ４８円以下 設定単価

４ Ｂ 毛布カバー 145 × 205 ㎝（サイド３箇所紐結 1,300枚 １４４円以下 研修生宿泊室及

び） び身

体障害者宿泊室

利用

者

５ Ｃ 浴衣 150着 ９６円以下 講師宿泊室利用

６ Ｃ フェイスタオル 170枚 ３６円以下 者

７ Ｃ バスタオル 160枚 ４８円以下

８ Ｃ 浴衣帯 10本 センター経費（宿

９ Ｅ 白衣 50着 泊費由来）

１０ Ａ，Ｃ 毛布（二重毛布） 140× 200㎝（アクリル 100％） 90枚

１１ Ａ，Ｃ ベッドパット 97× 195㎝（ポリエステル 100％） 90枚

１２ Ａ，Ｃ 羽毛掛布団（丸 150 × 210 ㎝（生地 綿 100 ％、 90枚

洗い） ダウン 70％、フェザー 30％）

１３ Ａ，Ｃ 羽毛枕 43× 63㎝ 90枚

（ダウン 90％、フェザー 10％）

１４ Ｄ 座布団 100枚

※区分については下記のとおり

区分Ａ：研修生宿泊室及び身体障害者用宿泊室通年使用。

区分Ｂ：研修生宿泊室及び身体障害者用宿泊室１０月～翌年６月（９ヶ月）

使用。

区分Ｃ：講師宿泊室通年使用。

区分Ｄ：集会室、教養室、講師談話室通年使用。

区分Ｅ：印刷室（受精卵移植技術指導者研修等に使用）
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３．設定単価について

設定単価については、前記２の表中のとおりであるが、企画書にて提案可能

であり、また、経済情勢の変動等によりこの価格が適正を欠くと認められる場

合は、センターと民間事業者が協議の上、改定することが出来るものとする。

４．作業時期、頻度、条件等

（１）番号１～７については、利用者が退去した日が属する週の翌週火曜

日までに業者等に依頼し、同週の木曜日までに納品されるよう手配を

すること。

（２）番号８～１４については、年２回程度に分けてクリーニングを実施

することで、寝具類の欠品に留意し、宿泊業務の妨げとならないよう

にすること。

５．機材・器具及び諸材料等

（１）作業に使用する機材器具及び諸材料は、布地等を損傷することのない

適性良質なものを使用すること。

（２）作業に使用する機材器具及び諸材料に係る費用は、一切民間事業者の

負担とする。

６．報告関係

民間事業者は月内のクリーニングの実施状況を取りまとめの上、別紙３

－２－２「業務月報（クリーニング業務実施状況）」でセンターに毎月報告

するものとする。

また、年内のクリーニングの実施状況を取りまとめの上、別紙３－３－

２「業務年報（クリーニング業務実施状況）」でセンターに報告するものと

する

７．その他

業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、センターと民間事業者の間で協

議するものとする。
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別紙２２

教室の使用調整の内容

１ 概要
教室の使用調整業務とは、研修施設のうち、第１教室、第２教室及び大教室の使用
調整に関する業務のうち、教室使用の事前調整業務を指す。

２ 業務項目
（１）教室使用の確認
ア 業務内容
研修会、会議等受け入れ毎に、センター職員が事前に利用者より受理した「中

央畜産研修施設利用申込書」（利用計画）に基づき、年度毎に作成する「中央畜
産研修施設・研修開催予定表」（別紙２２－１）と照会し、教室の使用状況を確
認する。
イ 作業時期、頻度、条件等

研修毎。現状年間６０回程度。
（２）座席の配置
ア 業務内容
農林水産省生産局が主催する中央畜産技術研修会については研修会毎に利用

者と聴講生の合計人数を元に、座席数を決定する。その際、講師や講義内容を
加味して机やイスを配置する。
利用者名簿及び聴講生名簿を元に氏名及び所属を記した座席表を作成。教室
後方入り口の掲示箇所に及び教壇に配置する。

中央畜産技術研修会以外にも団体等利用者より要請があった場合は要請内容
に基づき、同様またはそれに準じた対応を行う。
イ 作業時期、頻度、条件等
中央畜産技術研修会については現状年間２７回程度。利用者より要請があっ

た場合は随時。
（３）表示板配置
ア 業務内容
表示板（受講者の所属を表す三角プレート）を作成し、座席表に従い配置す

る。
イ 作業時期、頻度、条件等
中央畜産技術研修会毎。現状年間２７回程度。
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平成２２年度 中央畜産研修施設・研修開催計画表
月＼日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
4 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 ***

月
5 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

M
畜産
行政

月 海外協力課

6 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 ***
(延期)

月 (延期)
7 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

飼料
Ａ・Ｂ

月 （延期）

8 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
講習会

月
9 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 ***

養豚
月

月＼日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
10 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

月 牛トレ

11 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 ***

月
12 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

月
1 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

月
2 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 *** *** ***

月
3 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

月
月／日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

：中央畜産技術研修 ：ＮＬＢＣ主催行事 ：畜産団体等主催行事

別紙２２－１

衛生担当者会議

技専首席職能研修

NLBC新採研修 新任畜産技術職員

農業･農村開発研修会

牛体外受精卵移植講習会

技術専門職員検討協議会(うち１日予定)

肉用牛集合研修

全酪連新人研修 日本全薬工業

技専協議会

課題別研修

技専管理職能研修

飼料Ａ・Ｂ

第2回環境ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（堆肥）

畜産物のリスク管理

胎子性判別研修(１課)

FAMS診療技術ｾﾐﾅｰ

経営指導従事者新人

NOSAI福島 畜産統計処理　

自給飼料Ａ・Ｂ

全酪連内部研修

日本実験動物協会

酪農ﾍﾙﾊﾟｰ臨時研修

畜産行政

第4回環境ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｽｰﾊﾟｰアドバイザー後期

酪　　農

ｽｰﾊﾟｰアドバイザー前期

乳用牛改良地域指導者

第3回環境ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(汚水)

体外受精卵移植講習会

農業･農村開発研修会

牛ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ研修:消費･安全局

全酪連内部研修 ＥＴ技術指導者研修(～7/2)胎子性判別研修

養豚～9/1畜産環境保全

畜産新技術Ａ・Ｂ

公益法人会計
牛トレ

初生雛雌雄鑑別大会

畜産経営Ａ・Ｂ

養鶏

放牧評価者訓練

種畜検査研修

管理者セミナー
(酪農ヘルパー)

JKC訓練士

第1回環境ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

ＥＴ指導者研修

種鶏孵卵協会

生産衛生技術向上研修（中畜）

肉用牛

技専中間指導職能研修
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別紙２３

教室の準備の内容

１ 概要
教室の準備業務とは、研修施設のうち、第１教室、第２教室及び大教室の使用調整
に関する業務のうち、事前調整後に行う各講義のための教室の利用に際した、視聴覚
機材等の準備及び調整業務を指す。

業務にあたっては、事前に利用者と充分な打ち合わせを行い、ワイヤレスマイク設
備、ノートパソコン、液晶プロジェクター、ＯＨＰ、レーザーポインター、ビデオデ
ッキ、ＤＶＤプレーヤーなどの視聴覚機器使用の有無の確認、準備及び調整を行う。

２ 業務項目
（１）視聴覚機材の準備
ア 業務内容
研修及び会議等の開始前にワイヤレスマイク設備、ノートパソコン、液晶プ

ロジェクター、ＯＨＰ、レーザーポインター、ビデオデッキ、ＤＶＤプレーヤ
ーなどの視聴覚機器の設置及び準備
イ 作業時期、頻度、条件等
研修、会議等毎。現行年間６０回程度。

（２）視聴覚機材の調整
ア 業務内容
中央畜産技術研修会の講義毎に使用するデータファイル(パワーポイント及
びＰＤＦ)の動作確認、必要に応じてワイヤレスマイク設備、ノートパソコン、

液晶プロジェクター、ＯＨＰ、レーザーポインター、ビデオデッキ、ＤＶＤ
プレーヤーなどの視聴覚機器の調整を行う。

イ 作業時期、頻度、条件等
中央畜産技術研修会は講座毎。現状年間１７２回程度。

ただし、統計処理研修の場合は別に、パソコン演習用の設定あり（当該作業
がある場合は設定に１日／人程度の作業量となる）。現状年間１回。
団体等研修会等随時。現状年間６０回程度。

（３）テキスト等の配布

ア 業務内容
中央畜産技術研修会についてテキスト、追加資料、名簿、各種アンケート等
を配布する。追加資料については要請があれば印刷し、配布する。
イ 作業時期、頻度、条件等

中央畜産技術研修会毎。研修開始前に利用者毎に座席に配布。現状年間２７
回程度。
追加資料については講師から要請があった場合随時。
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別紙２４

食堂運営業務の内容

１ 概要

食堂業務の運営にあたっては、食品衛生法第５２条の規定により福島県知事より営

業許可を得ること。

常にセンター職員と緊密な連絡を保ちつつ、豊富な経験を持つ者を配置し、利用者

へのサービス及び利便性を十分考慮するものとする。

２ 業務項目

（１）食事の提供

ア 業務内容

① 研修施設食堂において利用者に対して食事を提供する｡

② 食事の時間は次のとおりとし、必要に応じて変更できるものとする。

（喫食数及び時間の変更等については、センターから民間事業者に対し

て１週間前までに通知する。）

朝食 ７：３０～ ８：３０

昼食 １１：４５～１２：３０

夕食 １７：３０～１９：００

③ 業務日は、原則として土曜、日曜、祝祭日及び年末年始（１２月２９日

～１月３日）を除く平日のうち、センター職員が指示する日とする。

ただし、必要に応じ、センター職員が上記以外の業務日を指示すること

がある。

イ 年間利用見込み

・１食毎利用人数：１０～８０名程度

・年間食堂利用日数：１３０日程度

・年間食堂利用延べ人数：５，０００名（１０，０００食）程度

ウ 献立等の基準

① 食事の献立は、センターが実施するアンケート結果を参考に、利用者の

食事の摂取量、嗜好等に配慮して作成するように努めること。

② 献立表の掲示並びに熱量及びたんぱく質、脂質、食塩等の主な栄養成分

の表示等により、利用者に対して、栄養に関する情報の提供を行うこと。

③ 献立表その他必要な帳簿等を適正に作成し、食堂厨房に備えること。

④ 衛生の管理については、下記（２）の保建衛生管理のほか、食品衛生法

（昭和２２年法律第２３３号）その他関係法令の定めるところによること。

エ 注意業務

① 民間事業者は食堂の運営にあたっては、食品衛生責任者の指示の下、研

修実施に支障を与えないよう、懇切かつ誠実に実施する。
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② 民間事業者は食堂の運営にあたっては、国及び地方自治体が定める法令

等を遵守するとともに、特に食品衛生及び火災予防、ガス漏れ等の防災に

細心の注意を払う。

オ 諸手続

食堂営業に関する法令等に定められた許認可等官公庁への申請、届出その他

の事項については、民間事業者がセンターの承認を得て行う。

カ 食事代金

① 利用者の食事料金は、材料・調味料等を含み１人あたり消費税込みで次

のとおりとする。

朝食 ５００円

昼食 ６００円

夕食 ７００円

計 １,８００円（１日）
懇親会費については、利用団体等と協議の上、価格を設定する。

ただし、経済情勢の変動等によりこの価格が適正を欠くと認められる場

合は、センターと民間事業者が協議の上、改定することが出来るものとす

る。

② 食事料金は、民間事業者が利用者より徴収するものとする。

（２） 保健衛生管理

ア 業務内容及び注意事項

① 従業員の保健衛生の管理については、法令等の定めるところに従い月１

回以上の検便検査、年１回以上の健康診断を行うとともに、日常の業務に

際しては常に身体、衣類等の清潔を保たなければならない。特に調理に携

わる者については、手洗いの励行、調理に適した着衣等を心がける｡

またインフルエンザ等にかかった場合は、就業を見合わせ、新たに採用

する従業員については事前に健康診断を行った上で就業させる。

② 厨房及び食堂ホールの器具・食器等は常に清潔に保ち衛生的に管理する｡

なお当該器具・食器等は全てセンターから調達（借受）することとし、

内容は別紙２４－１のとおり。

③ 残飯等は遅滞なく処理する。

④ 保健所等の指導には常に留意し、適切な対応措置を講ずる。

⑤ テーブル、いす等の清掃及び卓上調味料等の配置、補充に細心の注意を

払う。

⑥ その他利用者が快適に飲食できるように十分な注意を払う。
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別紙２４－１厨房設備関係
№ 品目 数量 単位 備　　　　　　考
1 食器(カレー皿) 188 枚 メラミン
2 食器(楕円皿) 20 枚 メラミン模様入り
3 食器(平皿) 81 枚 メラミン模様入り（紺）
4 食器(平皿) 25 枚 メラミン楕円、無地
5 食器(平皿) 46 枚 25㎝・メラミン楕円・無地
6 食器(深皿) 77 枚 16㎝・メラミン　　　　　　　 
7 食器(深皿) 83 枚 14㎝・メラミン模様入り　　　 
8 食器(小皿) 63 枚 12㎝・メラミン　　　　　　　
9 食器(小皿) 71 枚 9㎝・メラミン
10 食器(お新香皿) 67 枚 メラミン模様入り
11 食器(角皿) 78 枚 メラミン
12 食器(小鉢) 92 個 12.5㎝・メラミン模様入り
13 食器(小鉢) 93 個 8㎝・メラミン模様入り（梅）　
14 食器(サラダボール) 75 個 15×12.5㎝・メラミン　　　　 
15 食器(ご飯茶碗) 131 個 メラミン模様入り　　　　　　 
16 汁椀 178 個 φ１２０×Ｈ５７㎜　メラミン
17 食器(丼) 55 個 メラミン黒塗り蓋付き
18 食器(オードブル皿) 47 枚 台付き　石目30㎝　　　　　 
19 クープ皿 100 枚 φ１６４×Ｈ３４㎜　メラミン
20 コーヒーカップ 100 個 モーニングブルー　G2182-MB
21 食器(湯飲み) 89 個 せと
22 食器(ガラスコップ) 168 個
23 食器(ぐい飲み) 77 個 ガラス製品
24 食器(冷酒用ピッチャー) 8 個 ガラス
25 食器(アイスバスケット) 2 個 アクリル　　　　　　　　　　 【更新】
26 コーヒーカップ 100 個 モーニングブルー　G2182-MB
27 食器(湯飲み) 89 個 せと
28 食器(ガラスコップ) 168 個
29 食器(ぐい飲み) 77 個 ガラス製品
30 食器(冷酒用ピッチャー) 8 個 ガラス
31 ホーク 92 本
32 スプーン(カレー） 100 本 １８３㎜　ステンレス
33 箸 164 膳
34 箸立て 5 個
35 バターナイフ 71 本
36 お玉 2 本
37 お玉 1 本 中華
38 お玉 3 本 穴あき、大１・小２
39 おひつ 4 個
40 卸し金 1 個 業務用・175㎜×150㎜
41 温湿度計 1 個 食中毒防止用
42 温度計 2 個 赤外線放射１、デジタル中心１
43 角トレー 3 枚 アルミ、取手付き
44 片手鍋 1 台 21㎝
45 缶切り 1 個
46 木ベラ 3 本
47 ティースプーン 142 本 デザート用、129㎜　　　　　　
48 レンゲ 100 本 チャーハンメレンゲ　メラミン
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別紙２４－１厨房設備関係
№ 品目 数量 単位 備　　　　　　考
49 クールポット 13 個 麦茶用
50 グラスラック 2 個
51 計量カップ（大） 1 個 ステンレス・２㍑
52 計量カップ（小） 1 個 アクリル・200㏄
53 計量スプーン 1セット４本組
54 計量器 1 台 20㎏
55 計量器 1 台 ２㎏
56 ざる 4 ポロエチレン・47㎝×24㎝
57 ざる 4 ポロエチレン・40㎝×20㎝
58 ざる 9 ポロエチレン・30㎝×16㎝
59 ざる 1 ポロエチレン・30㎝×12㎝
60 ざる 1 ポロエチレン・23㎝×8㎝
61 ざる 7 ポロエチレン・20㎝×7㎝
62 ざる 4 ポロエチレン・19㎝×7.5㎝
63 ざる 1 個 ステンレス
64 米揚げザル 1 個 φ３５㎜　深型　(１１ﾒｯｼｭ)
65 バット（深型大） 1 個 ステンレス・網付き　58㎝×37㎝
66 バット（深型小） 2 個 ステンレス・網付き　20㎝×29㎝
67 バット（中） 1 個 ステンレス・網付き  30㎝×40㎝
68 バット 2 個 ステンレス・網付き  33㎝×47㎝
69 バット 2 個 ステンレス・網付き  40㎝×28㎝
70 アルミバット 7 枚 400㎜×290㎜
71 アルミバット 2 枚 350㎜×270㎜
72 アルミバット 1 枚 300㎜×230㎜
73 アルミバット 5 枚 370㎜×300㎜
74 アルミバット 1 枚 310㎜×240㎜
75 アルミ鍋 3 台 39㎝
76 打ち出し鍋 2 台 24㎝
77 打ち出し鍋 2 個 42㎝
78 打ち出し鍋 1 個 45㎝
79 打ち出し鍋 1 台 54㎝
80 アルミ鍋 2 個 ２７㎝　DON打出し円付
81 アルミ鍋 3 個 ３６㎝　DON打出し円付
82 寸胴型ざる 4 個 ステンレス・375×101×245㎜
83 泡立て器 1 本
84 ウオーマー 1 台 ベース付き
85 食器消毒保管庫 1 台
86 食器整理用かご 13 個 ポリエチレン・大11・小２
87 食器整理用かご 8 個 ステンレス
88 食器洗浄機 1 台
89 炊飯ネット 2 枚
90 炊飯器 2 台 ガス
91 スライサー 1 台 野菜用
92 スライサー 2 個 ジャンボペンリナー
93 三角コーナー 3 個
94 しゃもじ 4 本
95 漏斗 1 個 アルミ・15㎝
96 フライ返し 1 本
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別紙２４－１厨房設備関係
№ 品目 数量 単位 備　　　　　　考
97 フライパン 3 台 鉄
98 フライパン 2 台 テフロン
99 フライパン　　(北京鍋) 1 個 φ３６０㎜　純チタン
100 フライパン 2 個 φ３２０㎜　アルミ
101 フライパン用蓋 2 個 ３０㎝用
102 フライヤー 1 台
103 フライヤー用油缶 1 個
104 オイルポット 1 個 ５㍑　φ１８０×Ｈ２１０㎜　ステンレス
105 天カス揚げ取り 1 個 φ１５０㎜　細目(４０ﾒｯｼｭ)　ステンレス　
106 食器(アイスバスケット) 2 個 アクリル　　　　　　　　　　
107 ペティナイフ 1 丁
108 包丁 4 丁
109 包丁まな板殺菌庫 1 台
110 まな板（大） 2 枚 45㎝×60㎝
111 まな板（中） 2 枚 30㎝×60㎝
112 まな板（小） 2 枚 21㎝×37㎝・23㎝×41㎝
113 ボール 1 個 ステンレス・38㎝
114 ボール 4 個 ステンレス・36㎝
115 ボール 5 個 ステンレス・33㎝
116 ボール 1 個 ステンレス・29㎝
117 ボール 1 個 ステンレス・26㎝
118 ボール 1 個 ステンレス・35㎝・穴あき
119 レードル 2 本 180㏄
120 レードル 2 本 横口・180㏄
121 ヒシャク 1 個 φ１５０㎜　木柄付き
122 ヒシャク 1 個 φ１８０㎜　木柄付き
123 マヨネーズスタンド 2 個
124 蒸し器 1 台 三段
125 角蒸し器 1 個 業務用２段　４２㎝
126 おにぎり型 1 個 山県ＰＣおにぎりＢ型　５穴　７０×６５×２５㎜

127 丸皿枠 80 個 K-61
128 調味料容器 2 個 ステンレス丸形・19㎝×18㎝、蓋付き
129 調味料容器 14 個 醤油差し　　　　　　　　　　　
130 調味料容器 14 個 ソース差し　　　　　　　　　　
131 調味料容器 14 個 爪楊枝入れ
132 調味料トレー 15 枚 食堂テーブル用
133 調味料容器 15 個 こしょう入れ
134 調味料容器 15 個 唐辛子入れ
135 トング（大） 4 本
136 トング（小） 3 本 　　　　　　　　　　　　　　
137 サラダサービストング 23 本 大10・小13
138 アイストング（小） 7 本
139 配善用ワゴン 2 台 食堂使用
140 ターナー 1 本
141 フライパンターナー 2 本 フライパン竹製
142 玉子切り 1 個
143 扇風機 1 台
144 掃除用具入れ 1 台
145 掃除用具 1 本 自在ほうき
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別紙２４－１厨房設備関係
№ 品目 数量 単位 備　　　　　　考
146 掃除用具 1 本 デッキブラシ
147 掃除用具 1 本 ドライヤー(床掃除用)
148 掃除用具 1 本 ホールモップ
149 掃除用具 1 本 水モップ絞り
150 掃除用具 1 本 窓用ワイパー
151 掃除用具 1 本 自在ほうき
152 やかん 2 個
153 焼き物器 1 台
154 ライスジャー 2 台 保温器
155 冷蔵庫 1 台 テーブル型
156 冷凍庫 2 台 厨房１、倉庫１
157 冷凍ストッカー 1 台 倉庫
158 電気ウオーマーエバーホット 1 台 12㍑
159 炊飯器 1 台 電気　3.6㍑
160 電気びつエバーホット 1 台 16㍑　　　
161 電子塩分計 1 個 しおみくん
162 電子レンジ 1 台 厨房１台
163 天ぷら鍋 2 台 42㎝・51㎝
164 トレー 90 枚 32.5㎝×43.5㎝
165 トレーディスペンサー 1 台 カート式
166 ゴミ箱 7 個 75㍑×5・45㍑×2
167 ゴミ箱 2 個 食堂用・25㍑×1・30㍑×1
168 コンテナ 4 個 青色　取手付き１、外３
169 うどんてぼ 3 個
170 オーブントースター 5 台
171 物置 1 棟 屋外
172 ポリバケツ 6 個 8㍑
173 計量器 2 台 ２Kｇ用
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別紙２５

利用料金の徴収業務の内容

１ 概要
利用料金の徴収業務とは、研修施設の利用に際し、銀行等金融機関への入金を除く、
現金による直接料金徴収業務を指す。原則として現金払いの宿泊料金、食費及びクリ
ーニング代徴収に関する業務である。

２ 業務項目
（１）業務内容
ア 銀行等金融機関への入金を除く全ての利用者負担経費（宿泊料金、食費及び

クリーニング代）を団体、個人等から現金で徴収し、料金集計表を作成・整理
する。
イ 上記経費について利用者毎に領収書を作成し、発行する。
ウ 領収書枚数については、受払簿を作成し記帳する。

エ 前記アで作成した料金集計表に基づき支払い現金出納簿を作成する。
オ 支払い状況を確認し、当該出納簿を整理する。この際、未徴収等が発生した
場合、直ちに利用者に連絡し、速やかに徴収する。

（２）作業時期、頻度、条件等

利用開始から利用終了直前。現行年間２３０回程度。
（３）徴収料金の取り扱い
民間事業者が利用者から徴収した料金のうち、宿泊料金についてセンターに支
払うものとする。
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別紙２６

物品管理・交換業務の内容

１ 概要
物品管理・交換業務とは、研修施設で使用する物品（備品及び消耗品）のうち、食
堂運営に関する物品及び清掃費に含まれる物品の一部（洗剤費）を除いた全ての物品
の管理・交換に関する業務を指す。

なお、物品の調達は全てセンター予算で調達するものとする。

２ 業務項目
（１）物品管理交換

ア トイレ関係
① 業務内容
トイレ（１階：共用４、講師宿泊室４、身体障害者宿泊室１、厨房１。
２階及び３階：共用２ずつ、大教室２）で使用するトイレットペーパー、

手指消毒剤、便座消毒用アルコール、トイレボールの管理、交換及び補充
を行う。
② 作業時期、頻度、条件等
研修受け入れ時随時。現状年間４７回程度。（ただし一階共用部分につい

ては勤務時毎日）
イ 浴室関係
① 業務内容
浴室で使用する石鹸、ボディーソープ、シャンプーの管理、交換及び補

充を行う。
② 作業時期、頻度、条件等
研修受け入れ時随時。現状年間４７回程度。

ウ 洗面所・洗濯関係

① 業務内容
洗面所に設置される洗濯機、乾燥機及び洗濯乾燥機に関する管理業務を
含む洗面所にて使用する物品の使用管理、交換及び補充を行う。
(1) ２階及び３階の洗面所に設置された洗濯機並びに洗濯乾燥機の槽内
滅菌。
洗濯機槽滅菌剤による滅菌作業。洗濯機２台及び洗濯乾燥機８台分。

(2) 乾燥機フィルター掃除。
２階及び３階の洗面所に設置された乾燥機並びに洗濯乾燥機のフィ

ルター掃除。乾燥機２台及び洗濯乾燥機８台分。
(3) 洗面所で使用する洗濯用洗剤、手指消毒剤、柔軟剤及びカビ取り剤
の管理、交換及び補充。

② 作業時期、頻度、条件等

(1) 現状年間２０回程度（洗濯機 1台につき年２回程度）
(2) 現状年間４０回程度（乾燥機１台につき年４回程度）
(3) 研修受け入れ時随時。現状年間４７回程度。

エ 新聞綴じ込み
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① 業務内容

利用者が閲覧する各種新聞が玄関新聞受けに毎日届くので、玄関ホール
新聞ラック５紙、集会室２紙及び講師控え室に一紙を配布する。
② 作業時期、頻度、条件等
現状年間毎日２４５回程度。

オ 照明関係
① 業務内容
研修施設に配備されている物品に関する管理、交換及び補充を行う。
「別紙１２（電気設備点検）」により電球及び蛍光灯の玉切れを確認した場

合は、速やかに在庫品と交換する。
② 作業時期、頻度、条件等
現状年間１５０回程度。

カ 事務関係

① 業務内容
事務室プリンター、資料印刷室コピー機及び印刷機の用紙、消耗資材等
の管理、交換及び補充を行う。
② 作業時期、頻度、条件等

随時。現状年間２４５回程度。
キ 宿泊室関係
① 業務内容
宿泊室に配備されている物品に関する管理、交換及び補充を行う。

(1) 宿泊室用ゴミ袋の管理、交換及び補充を行う。
(2) 講師宿泊室にて使用する、浴衣、バスタオル、フェイスタオル、カ
ミソリ、歯ブラシ、クシ及びティッシュの管理、交換及び補充を行う。

② 作業時期、頻度、条件等

(1) 研修毎。現状年間４７回程度。
(2) 使用毎。現状年間１５０回程度。

ク 教室関係
① 業務内容

各教室に配備されている物品に関する管理、交換及び補充を行う。
(1) 各教室に設置されているホワイトボード用のマーカーの管理、交換
及び補充を行う。
(2) 各教室に設置されているホワイトボード用黒板消しの管理（手洗い）
及びマイク、レーザーポインター等の電池消耗度確認等の管理を行う。

② 作業時期、頻度、条件等
(1) 研修、会議等毎。現状年間６０回程度。
(2) 研修受け入れ時毎日。現状年間１６４回程度。

ケ その他
① 業務内容
物品管理交換に関する前記以外の業務。具体的には、教養室・集会室の
お茶葉、石油ファンヒーター用灯油、玄関消毒マット用消毒薬及び福利厚

生に関する物品の管理及び補充を行う。
(1) 教養室及び集会室用のお茶の管理及び補充を行う。
(2) 冬季（１１月～３月末）に教養室及び集会室（計３台）の石油ファ
ンヒーター用灯油の管理及び補充を行う。
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(3) 玄関に設置した消毒マット用の消毒薬の補充を行う。
※消毒マットが汚れた場合は水洗してから消毒薬を補充する。

② 作業時期、頻度、条件等
(1) 研修毎に確認が必要だが、補充は現状年間１２回程度。
(2) 現状年間６回程度（１台に付き冬季期間中に２回程度充填）。
(3) 勤務時毎朝。現状年間２４５回程度。
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別紙２７

物品管理・交換（食堂関係）の内容

１ 概要
食堂関係の物品管理・交換業務とは、「別紙２４（食堂の運営）」に使用する物品（備
品及び消耗品）の管理・交換に関する業務を指す。
業務にあたっては、常にセンター職員と緊密な連絡を保ちつつ、利用者へのサービ

ス及び利便を十分考慮するものとする。
なお、前記物品の調達は全てセンター予算にて調達するものとする。

２ 業務内容

食堂及び厨房で使用する食器洗浄機用洗剤、手洗い液体石鹸及び什器類の管理、交
換及び補充を行う。

３ 作業時期、頻度、条件等

現行年間１２回程度（月１回程度在庫確認及び補充）。

114



別紙２８

パソコン管理の内容

１ 概要
パソコン管理業務とは、利用者へのサービス提供のため、ビジネスルームに設置さ
れたパソコン７台及びプリンター１台に関する管理を行う業務を指す。

２ 業務項目
（１）利用簿チェック
ア 業務内容
パソコン毎に利用簿を配置し、利用状況、障害等をチェックする。障害があ

った場合は速やかにセンター職員に連絡する。
イ 作業時期、頻度、条件等
研修受け入れ時は毎日。現状年間１６４回程度。

（２）パソコンのアップデート

ア 業務内容
定期的にＯＳソフトメーカーの無償で提供する更新プログラムをアップデー
トする。
イ 作業時期、頻度、条件等

現状年間５２回程度（週一回程度実施）。

115



別紙２９

自動販売機の設置・管理業務の内容

１ 概要

自動販売機の設置・管理業務とは、利用者へのサービス提供のため、自

動販売機コーナーに設置する自動販売機の設置及び管理に関する業務を指

す。

２ 業務内容

（１）自動販売機の設置

ア 業務内容

利用者の要望及び利便性に配慮し、自動販売機コーナーに各

種自動販売機を設置する。また、障害（つり銭切れ、商品切れ、

機器のエラー等）が発生した場合、これに対応する。

イ 作業時期、頻度、条件等

現行は自動販売機専門業者が設置している。

（２）自動販売機の管理

ア 業務内容

前記アにより設置した各種自動販売機の管理を行う。

イ 作業時期、頻度、条件等

現行は自動販売機専門業者が管理している。

現状は補充、故障等の連絡を年間７０回程度行っている。

現在設置されている自動販売機一覧（参考）

№ 販売物品 数量 備考

1 缶ビール・焼酎 1

2 日本酒(瓶入り) 1

3 清涼飲料水 1

4 コーヒー・紅茶 1

5 牛乳(瓶入り) 1
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別紙３２

Ⅰ．研修施設内の設備・清掃・整頓状況等について

Ⅰ 全体として清掃・整頓は行き届いていましたか a b c d e

１ 教室（第１教室・第２教室） a b c d e a b c d e

２ 宿泊室（部屋番号：　　　号室） a b c d e a b c d e

３ ビジネスルーム（１Ｆパソコンルーム） a b c d e a b c d e

４ 教養室・集会室（１Ｆ・２Ｆ・３Ｆの和室） a b c d e a b c d e

５ トイレ・洗面所 a b c d e a b c d e

６ 浴室・脱衣場 a b c d e a b c d e

７ ロビー・階段・廊下・施設周り a b c d e a b c d e

８ 備品（運動用具、自転車、傘等） a b c d e a b c d e

９ 図書室 a b c d e a b c d e

１０ 自動販売機コーナー a b c d e a b c d e

１１ その他の施設（体育館、テニスコート等） a b c d e a b c d e

Ⅱ．食堂・食事について（食堂を利用された方のみご記入下さい）

Ⅱ 全体として食堂・食事に満足されましたか a b c d e

１２ 食堂の清掃・整頓状況 a b c d e

１３ 食堂の設備状況 a b c d e

１４ 食事の内容（主食） a b c d e

１５ 食事の内容（副食） a b c d e

１６ 食事の料金 a b c d e

Ⅲ．研修施設（事務所、食堂）スタッフについて

Ⅲ a b c d e

１７ a b c d e

１８ a b c d e

１９ a b c d e

２０ a b c d e

Ⅳ．研修運営について

　　研修運営全体についてご意見やご感想がありましたら、記述願います。

設備についての評価

a．良い　b．やや良い

c．普通　d．やや悪い

e．悪い

場　　　　所
a．良い　b．やや良い

c．普通　d．やや悪い

e．悪い

清掃・整頓状況等についての評価

意見・感想（具体的に記述して下さい）

№

a．良い　b．やや良い

c．普通　d．やや悪い

e．悪い

意見・感想（具体的に記述して下さい）

平成２３年度　中央畜産研修施設に関するアンケート（研修名：                                   研修 ）

№
c．普通　d．やや悪い

e．悪い

項　　　　目

a．良い　b．やや良い

№
意見・感想（具体的に記述して下さい）

項　　　　目

全体としてスタッフの対応に満足されましたか

施設利用説明（施設オリエンテーション）

施設利用料金の受領時の対応

施設スタッフの日常対応（宅配便取り次ぎ、伝言取り次ぎ、備品貸し
出し、ご意見等への対応、緊急時対応等）

食堂スタッフの対応（食堂を利用された方のみ）

意見・感想（具体的に記述して下さい）
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【様式１】

管理・運営業務企画書

１．企業の代表責任者及び本業務担当者

■入札参加グループの場合は、入札参加グループの一覧と代表企業、グループ企業の

代表責任者及び本業務担当者。
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【様式２】

※必要に応じ追加すること。

２．業務実績

■実施要項３－（２）ーウで示す下記の業務毎に過去３年間の実績を記載すること。

清掃

業務名 発注者 時期 業務内容

施設規模

請負金額等

宿泊関連

業務名 発注者 時期 業務内容

施設規模

請負金額等

食堂の運営

業務名 発注者 時期 業務内容

施設規模

請負金額等

その他の業務（ ）

業務名 発注者 時期 業務内容

施設規模

請負金額等
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【様式３】

３．本業務実施の考え方

■安定した業務を実施するための基本的な方針、業務全般において特に重視するポイ

ント等を記載すること。
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【様式４】

４．業務毎の実施体制及び業務全体の管理方法

■実施要項３－（２）ーウで示す業務毎に実施体制及び業務全体の管理方法等を記載

すること。業務毎に実施する企業が異なる場合は、業務全体の管理方法に加え、業務

毎の実施体制及び管理体制を記載すること。
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【様式５】

５．管理・運営業務の実施全般に対する質の確保に関する提案

■以下の項目について、１枚以内で簡潔にまとめること。なお、必要に応じ、清掃業務、

宿泊関連、食堂の運営、その他の業務項目毎に提案書を作成（１枚以内）することができ

る。

１．管理・運営業務の実施全般に対する質の確保についての考え方

２．質の確保に関する提案事項
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【様式６】

※表の枠が不足する場合は適宜追加すること。

６．改善提案総括表

■実施要項に定める業務の実施方法に対し、改善提案を行う場合は、改善を行う業務

の項目と提案の概略を整理すること。なお、下記に改善提案のない業務項目について

は、センターが提示する最低水準として従来の実施方法に基づいて業務を行うものと

する。

清掃 提案の有無 有 無

業務項目 提案の概略

※既存の仕様書類に定

める項目を明記

宿泊関連 提案の有無 有 無

業務項目 提案の概略

※既存の仕様書類に定

める項目を明記

食堂の運営 提案の有無 有 無

業務項目 提案の概略

※既存の仕様書類に定

める項目を明記

その他の業務（ ） 提案の有無 有 無

業務項目 提案の概略

※既存の仕様書類に定

める項目を明記
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【様式７】

７．実施要項に定める各業務の実施方法に対する改善提案

■提案を行う各業務の１項目につき１枚以内とする。

（１）改善提案を行う業務及び項目

（２）改善提案の趣旨

（３）改善提案の内容

（４）最低水準の確保に対する説明
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